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１　

は
じ
め
に

　

令
和
４
年
１１
月
、
国
際
海
事
機
関
（
Ｉ
Ｍ
Ｏ
）
第
１
０
６
回

海
上
安
全
委
員
会
に
お
い
て
、
我
が
国
２
例
目
と
な
る
推
薦
航

路
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

推
薦
航
路
と
は
、「
１
９
７
４
年
の
海
上
に
お
け
る
人
命
の

安
全
の
た
め
の
国
際
条
約
」（
Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ａ
Ｓ
条
約
）
に
基
づ
き
、

Ｉ
Ｍ
Ｏ
が
航
路
を
指
定
す
る
制
度
の
ひ
と
つ
で
、
中
心
線
を
定

め
る
こ
と
に
よ
り
、
対
面
通
航
を
推
奨
す
る
も
の
で
、
和
歌
山

県
潮
岬
沖
に
お
い
て
、
令
和
５
年
６
月
１
日
午
前
９
時
（
日
本

時
間
）
か
ら
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
推
薦
航
路
設
定
の
背
景
や
内
容
等
に
つ
い
て
紹

介
い
た
し
ま
す
。

２　

背
景

　

海
上
保
安
庁
で
は
、
基
本
的
な
海
上
交
通
ル
ー
ル
を
定
め
た

「
海
上
衝
突
予
防
法
」
の
ほ
か
、
特
別
な
ル
ー
ル
と
し
て
、
東

京
湾
、
伊
勢
湾
及
び
瀬
戸
内
海
に
適
用
さ
れ
る
「
海
上
交
通
安

全
法
」
及
び
港
に
適
用
さ
れ
る
「
港
則
法
」
を
定
め
、
海
上
交

通
の
安
全
確
保
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
東
京
湾
、
伊
勢
湾
及
び
瀬
戸
内
海
を
結
ぶ
太
平
洋
沿

岸
海
域
は
、
船
舶
交
通
量
が
多
く
、
複
雑
な
針
路
交
差
が
生
じ
、

重
大
海
難
が
発
生
す
る
蓋
然
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、
平
成
３０
年

１
月
、
伊
豆
大
島
西
方
海
域
に
我
が
国
初
の
「
伊
豆
大
島
西
岸

沖
推
薦
航
路
」
を
設
定
す
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
船
舶
交

通
の
安
全
性
を
向
上
さ
せ
る
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
般
、
和
歌
山
県
潮
岬
沖
に
お
け
る
整
流
化
方
策
の
調
査
研

究
を
行
い
、
推
薦
航
路
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
整
流
効
果

が
図
ら
れ
る
と
の
結
論
に
至
り
ま
し
た
。

３　

潮
岬
沖
海
域
に
お
け
る
整
流
化
方
策
の
検
討

　

和
歌
山
県
潮
岬
沖
の
海
域
は
、
東
京
湾
、
伊
勢
湾
及
び
瀬
戸

内
海
を
結
ぶ
海
上
交
通
の
要
衝
と
な
っ
て
お
り
、
外
国
船
舶
を

含
む
船
舶
の
交
通
量
が
多
く
、
加
え
て
漁
業
活
動
も
活
発
な
海

和
歌
山
県
潮
岬
沖
に
お
け
る
新
た
な
推
薦
航
路
の
運
用
開
始

　
　
　
　
　
　
～ 

船
舶
交
通
の
安
全
を
よ
り
一
層
確
保
す
る
た
め
に 

～

第
五
管
区
海
上
保
安
本
部
交
通
部
航
行
安
全
課
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域
で
す
。
ま
た
、
船
舶
の
通
航
実
態
は
、
大
型
の
船
舶
ほ
ど
沖

合
を
航
行
し
、小
型
の
船
舶
ほ
ど
沿
岸
近
く
を
航
行
し
て
お
り
、

全
体
の
約
８
割
の
船
舶
が
潮
岬
灯
台
の
南
３
・
５
海
里
以
内
の

海
域
を
航
行
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
通
航
実
態
や
多
様
な
社
会
経
済
活
動
が
盛
ん
で

あ
る
海
域
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、
基
線
（
中
心
線
）
に
よ
り

東
西
交
通
流
を
分
離
し
て
、
右
側
航
行
す
る
こ
と
で
衝
突
リ
ス

ク
の
軽
減
が
図
ら
れ
る
推
薦
航
路
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
り
整

流
化
を
図
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

４　

推
薦
航
路
の
設
定
に
向
け
た
検
討

　

推
薦
航
路
の
基
線
（
中
心
線
）
は
、
そ
の
設
定
条
件
を
、
位

置
、
角
度
、
長
さ
の
３
つ
の
要
素
に
分
け
、
最
も
効
果
の
得
ら

れ
る
組
み
合
わ
せ
を
抽
出
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
推
薦
航
路
に

よ
る
整
流
効
果
を
評
価
す
る
た
め
、
海
上
交
通
流
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
り
安
全
評
価
（
反
航
船
の
衝
突
リ
ス
ク
の
評
価
及

び
操
船
困
難
度
の
評
価
）
及
び
経
済
性
評
価
（
航
行
距
離
を
用

い
た
評
価
）
を
行
い
、
最
適
な
推
薦
航
路
案
を
取
り
ま
と
め
ま

し
た
。

　

ま
た
、
推
薦
航
路
を
航
行
す
る
船
舶
の
対
象
範
囲
に
つ
い
て

は
、
潮
岬
沖
を
航
行
す
る
全
て
の
船
舶
と
し
た
場
合
、
沖
合
遠

く
を
航
行
す
る
船
舶
ま
で
も
陸
岸
近
く
を
航
行
す
る
こ
と
と
な

る
た
め
、
全
て
の
船
種
を
対
象
と
し
つ
つ
も
、
潮
岬
灯
台
の
南

３
・
５
海
里
以
内
を
航
行
す
る
船
舶
を
対
象
と
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
推
薦
航
路
両
端
に
加
え
、
推
薦
航
路
の
適
用
海
域

の
範
囲
を
示
す
位
置
（
潮
岬
灯
台
の
南
３
・
５
海
里
）
を
、
バ

ー
チ
ャ
ル
Ａ
Ｉ
Ｓ
航
路
標
識
で
明
示
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

５　

Ａ
Ｉ
Ｓ
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
よ
る
お
知
ら
せ

　

令
和
５
年
６
月
１
日
午
前
９
時
か
ら
推
薦
航
路
付
近
を
航
行

す
る
Ａ
Ｉ
Ｓ
搭
載
船
船
舶
に
対
し
て
、
以
下
の
お
知
ら
せ
を
し

て
い
ま
す
。

⑴�　

Ａ
線
、
Ｂ
線
、
Ｃ
線
を
こ
え
て
推
薦
航
路
に
向
か
う
船
舶

【
英
語
①
】

　

IN
F

：�EST
A
BLISH

M
EN
T
 O
F A
 RECO

M
M
EN
D
-

ED
 RO
U
T
E O
FF T

H
E CO

A
ST
 O
F CA

PE 
SH
IO
N
O
M
ISA
K
I A
T
 JU
N
E 1

 2023.

【
日
本
語
①
】

　

情
報
：�

潮
岬
南
方
に
推
薦
航
路
が
２
０
２
３
年
６
月
１
日
か

ら
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

【
英
語
②
】

　

IN
F

：�SH
A
L
L
 C
R
O
SS O

N
 A
 H
E
A
D
IN
G
 A
S 

N
EA
RLY

 A
S PRA

CT
ICA
BLE A

T
 RIGH

T
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で
す
。

　

推
薦
航
路
の
設
定
に
よ
り
船
舶
交
通
の
整
流
化
が
図
ら
れ
る

と
と
も
に
、
国
際
的
に
も
認
知
さ
れ
安
全
性
の
向
上
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　

第
五
管
区
に
お
い
て
は
引
き
続
き
同
制
度
に
係
る
周
知
活
動

を
実
施
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
船
舶
を
運
航
さ
れ
る
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、潮
岬
沖
の
船
舶
交
通
の
安
全
性
向
上
の
た
め
、

「
潮
岬
沖
灯
台
の
南
３
・
５
海
里
以
内
」
を
航
行
す
る
際
は
、
推

薦
航
路
を
遵
守
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

A
N
GLES T

O
 T
H
E GEN

ERA
L D
IRECT

IO
N
 

O
F T
RA
FFIC FLO

W
.

【
日
本
語
②
】

　

情
報
：�
通
行
路
を
横
断
す
る
場
合
は
直
角
に
近
い
角
度
で
横

断
し
て
く
だ
さ
い
。

⑵�　

Ｄ
線
、
Ｅ
線
を
こ
え
て
中
心
線
の
右
側
に
向
か
っ
て
い
な

い
船
舶
及
び
中
心
線
を
こ
え
て
航
行
し
よ
う
と
し
て
い
る
船

舶
【
英
語
③
】

　

IN
F

：�Y
O
U
 N
A
V
IG
A
T
E
D
 O
N
 W
R
O
N
G 

C
O
U
R
SE
,R
E
C
O
M
M
E
N
D
E
D
 R
O
U
T
E
 IS 

ST
A
R
B
O
A
R
D
 SID

E
 N
A
V
IG
A
T
IO
N
 O
F 

T
H
E LIN

E 2
 V
IRT
U
A
L A
IS BU

O
Y
S,

【
日
本
語
③
】

　

情
報
：�

貴
船
は
間
違
っ
た
コ
ー
ス
を
航
行
中
。
推
薦
航
路
は

２
つ
の
バ
ー
チ
ャ
ル
Ａ
Ｉ
Ｓ
標
識
の
右
側
で
す
。 

６　

お
わ
り
に

　

和
歌
山
県
潮
岬
の
沿
岸
は
、
東
京
湾
、
伊
勢
湾
、
大
阪
湾
な

ど
を
結
ぶ
海
上
交
通
の
要
衝
と
な
っ
て
お
り
、
外
国
船
舶
を
含

む
船
舶
の
通
航
量
が
多
く
、
加
え
て
漁
業
活
動
も
活
発
な
海
域
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水路通報 2023年6月２日発行(21号)補正図より

5 t h R e g i o n a l C o a s t
G u a r d H e a d q u a r t e r国際海事機関に採択された推薦航路

潮岬灯台の南3.5海里以内の海域を航行する船舶は、推薦航路中心線の右側航行をする。
推薦航路の航行方法

推薦航路とは

推薦航路 航路
根
拠

SOLAS条約（海上人命安全条約） 海上交通安全法（国内法）

要
件

 推薦航路等の航路指定方式を設定する場合、国際
海事機関において採択を受ける旨を規定

 中心線を示した限定されない幅の航路
 我が国では準ふくそう海域※で主要な航行ルートである
海域のうち、海難の発生件数及び船舶の交通流が多
く、整流化に適している海域に設置

 船舶交通が集中し、ふくそうしているほか、岬、島、
暗礁等により可航水域が著しく制限され、また、
屈曲し潮流が速い等により、操船の非常に困難
な狭水道にその主要な流れに沿って設定

 航路の幅を規定

航
法

 中心線の右側を航行することが推奨
 船舶間の避航関係は、海上衝突予防法等の国内法
の航法に従う

 罰則なし

 一定の船舶に航路航行義務が発生する
 船舶間の避航関係は、法に規定される特別の航
法に従う

 罰則あり

例

※ふくそう海域を結ぶ東京湾湾口～石廊崎沖～伊勢湾湾口～潮岬沖～室戸岬沖～足摺岬の
 各海域を経て瀬戸内海に至る海域

伊豆大島西岸沖推薦航路 明石海峡航路

5 t h R e g i o n a l C o a s t
G u a r d H e a d q u a r t e r
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潮岬沖の船舶の通航状況
西航船の通航密度

2.0海里

2.0海里

3.5海里

3.5海里

西航・東航ともに、陸寄りの海域
に通航密度分布が高い
大型船を含む様々な総トン数の
船舶が潮岬灯台沖を通航
潮岬灯台南約3.5海里までの通
航密度分布が高い

東航船の通航密度

5 t h R e g i o n a l C o a s t
G u a r d H e a d q u a r t e r

潮岬沖の衝突事故の発生状況

●商船同士の衝突
●商船と漁船等（航行中）との衝突
●商船と漁船（操業中）との衝突

15件の衝突事故が発生
（2012 – 2021年）

2012年に発生したタンカー同士の衝突

5 t h R e g i o n a l C o a s t
G u a r d H e a d q u a r t e r
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潮岬沖における船舶の航行状況 5 t h R e g i o n a l C o a s t
G u a r d H e a d q u a r t e r

AISメッセージのお知らせ 5 t h R e g i o n a l C o a s t
G u a r d H e a d q u a r t e r
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推薦航路のリーフレット

周知用リーフレット（日・英・中・韓）

5 t h R e g i o n a l C o a s t
G u a r d H e a d q u a r t e r

5 t h R e g i o n a l C o a s t
G u a r d H e a d q u a r t e r周知活動について

水先人会、船社等の海事関係者への説明会
（令和５年１月）

漁業協同組合、マリーナ等への周知活動
（令和5年2～3月）
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５
月
号
の
本
誌
に
て
ご
紹
介
し
ま
し
た
、
白
洲
灯
台
フ
ェ
ス 

in 

博
物
館
で
す
が
、
今
回
は
最
終
的
な
準
備
と
７
月
１
日
か

ら
企
画
展
示
に
こ
ぎ
つ
け
た
と
こ
ろ
ま
で
を
順
に
ご
説
明
い
た

し
ま
す
。

【
イ
ベ
ン
ト
グ
ッ
ズ
】

〇
福
岡
県
立
折
尾
高
等
学
校

　

白
洲
灯
台
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
お
菓
子
を
企
画
製
作
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。

　

生
活
デ
ザ
イ
ン
科
の
１１
名
の
生
徒
さ
ん
た
ち
に
よ
り
、
地
域

の
人
気
レ
ス
ト
ラ
ン
シ
ェ
フ
の
指
導
を
受
け
て
、
様
々
な
ア
イ

デ
ア
を
出
し
合
っ
て
企
画
製
作
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

第
１
作
目
は
ク
ッ
キ
ー
で
白
洲
灯
台
を
形
成
、
第
２
作
目
で

パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
を
活
用
し
て
白
黒
灯
台
っ
ぽ
く
形
成
、
最
終

的
に
は
包
装
し
た
の
ち
に
風
見
鶏
の
部
分
を
リ
ボ
ン
で
表
現
し

て
み
た
そ
う
で
す
（
１
個
５
０
０
円
で
販
売
予
定
）（
写
真
1

～
3
）。
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
や
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
に
も
ア
ッ
プ
し

て
、
販
促
活
動
を
始
め
て
い
る
そ
う
で
す
。

白
洲
灯
台
フ
ェ
ス

白
洲
灯
台
フ
ェ
ス
inin
博
物
館

博
物
館  

（
準
備
編
・
下
、
企
画
展
示
部
門
）

（
準
備
編
・
下
、
企
画
展
示
部
門
）

若
松
海
上
保
安
部

写真 １　第 1作目

写真 2　第 2作目

写真 ３  第 ３作目最終決定商品
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※
折
尾
高
校
と

の
関
係
は
昨
年
の

若
松
保
安
部
灯
台

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
で
、
生
徒
さ
ん

へ
部
長
賞
を
表
彰

し
た
関
係
で
、
地

域
連
携
と
し
て
継

続
し
て
関
係
が
保

た
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
（
写
真
4
）。

〇
来
場
者
へ
の
記
念
品

　

白
洲
灯
台
が
描
か
れ
た
台
紙
（
写
真
5
）
に
様
々
な
色
や
大

き
さ
の
付
箋
を
順
に
並
べ
て
、か
わ
い
ら
し
く
仕
上
げ
ま
し
た
。

こ
の
手
作
業
が
と
て
つ
も
な
く
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。
付
箋

は
北
九
州
市
か
ら
カ
ン
パ
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
を
使
い
、
こ

こ
で
も
地
域
連
携
が
功
を
奏
し
て
い
ま
し
た
。

写真 4　生活デザイン科フードコース 3年生の皆様

写真 ６　展示解説会用の品々

写真 5　付箋台紙
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き
に
来
て
く
れ
る
方
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
を
楽
し

み
に
製
作
し
ま
し
た
。

〇
ミ
ニ
灯
台
製
作
用

　

ミ
ニ
灯
台
を
完
成
さ
せ
た
子
供
た
ち
に
お
楽
し
み
く
じ
引
き

を
用
意
し
ま
し
た
。
商
品
は
主
に
貯
金
箱
や
ノ
ー
ト
類
（
写
真

8
）
で
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
地
元
郵
便
局
か
ら
の
協
力
に
よ
る

も
の
で
す
。
若
松
海
上
保
安
部
で
は
現
在
、
白
洲
灯
台
１
５
０

周
年
記
念
切
手
を
製
作
中
で
、
初
点
灯
の
９
月
１
日
に
発
売
開

〇
展
示
解
説
会
・
元
灯
台
守
の
お
話
参
加
者
用

　

展
示
解
説
会
と
元
灯
台
守
の
お
話
会
の
両
方
に
参
加
し
て
く

だ
さ
っ
た
来
場
者
へ
の
記
念
品
と
し
て
、
３
０
０
ミ
リ
レ
ン
ズ

を
カ
ッ
ト
し
た
も
の
（
写
真
6
・
7
）
を
用
意
し
ま
し
た
。
レ

ン
ズ
が
痛
ま
な
い
よ
う
フ
ェ
ル
ト
の
敷
物
を
入
れ
、
説
明
資
料

と
と
も
に
手
作
業
に
よ
り
ビ
ニ
ー
ル
バ
ッ
ク
に
詰
め
て
い
き
ま

し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
記
載
し
て
い
る
「
レ
ア
な
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。」
に
反
応
し
て
、
話
を
聞

写真 ７　記念品のカットレンズ

写真 ９　白洲灯台レターセット

写真 ８　お楽しみくじ引き用グッズなど
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〇
俳
句
コ
ン
テ
ス
ト
受
賞
者
用

　

俳
句
コ
ン
テ
ス
ト
受
賞
者
は
若
松
海
上
保
安
部
長
賞
と
し
て

小
中
高
の
３
名
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
特
別
に
製
作
し
た
白
洲

灯
台
マ
グ
カ
ッ
プ
や
白
洲
灯
台
ミ
ニ
チ
ュ
ア
な
ど
を
用
意
し
て

い
ま
す
（
写
真
10
・
11
）。
俳
句
の
選
者
は
博
物
館
の
有
識
者
に

お
願
い
し
て
お
り
、
ど
の
よ
う
な
俳
句
が
選
ば
れ
る
か
、
楽
し

み
な
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
応
募
作
品
が
ど
の
く
ら
い
届
く
か
も

不
安
で
ド
キ
ド
キ
し
て
い
ま
す
。　
　
　

　
【
展
示
品
】

　

博
物
館
側
と
当
庁
側
で
そ
れ
ぞ
れ
展
示
を
し
て
い
ま
す
。
展

示
品
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

〇�

博
物
館
側
：
岩
松
助
左
衛
門
と
白
洲
灯
台

（
写
真
12
～
21
）

　

早
速
、
社
会
科
見
学
の
小
学
生
た
ち
が
興

味
深
く
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
記
載
さ
れ
た

古
文
書
な
ど
は
難
し
く
筆
で
書
か
れ
た
も
の

で
す
が
、
わ
か
り
や
す
い
解
説
が
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
み
て
い
く
と
十

分
理
解
で
き
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

始
を
予
定
し
て
お
り
、
そ
の
関
係
で
日
本
郵
便
㈱
九
州
支
社
北

九
州
エ
リ
ア
の
局
長
さ
ん
の
ご
厚
意
に
よ
り
拠
出
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
白
洲
灯
台
の
レ
タ
ー
セ
ッ
ト
（
写
真
9
）
を
特
別
に

作
成
し
、
参
加
賞
と
し
て
準
備
し
ま
し
た
。
中
身
は
便
箋
、
封

筒
、
ミ
ニ
カ
ー
ド
、
ミ
ニ
カ
ー
ド
用
封
筒
、
シ
ー
ル
が
入
っ
て

い
て
、
と
て
も
か
わ
い
ら
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ミ
ニ
灯
台
製
作
は
実
質
３０
分
で
完
成
さ
せ
る
予
定
で
す
の

で
、
あ
る
程
度
の
下
準
備
が
必
要
で
し
た
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
ン
プ
や

電
池
ボ
ッ
ク
ス
な
ど
も
入
手
し
、
パ
ー
ツ
も
か
わ
い
ら
し
く
で

き
あ
が
る
よ
う
、
色
画
用
紙
な
ど
を
使
っ
て
準
備
し
ま
し
た
。

ど
ん
な
出
来
上
が
り
に
な
る
か
は
次
号
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

写真10　�白洲灯台模型や白洲灯台マ
グカップなど

写真11　白洲灯台マグカップ拡大
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写真14　（見学する小学生）

写真12　（博物館館長によるご挨拶文）

写真17　藍島白洲ヨリ見エ掛リ大図

②岩松助左衛門の灯台建設の志①

写真16　�長州下関ヨリ豊前小倉迄海上測量
之図

①　航路としての小倉・若松と関門海峡

写真15　（博物館側展示全体の状況）

写真13　（展示スペースの説明）
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写真18　藍島沖白洲築立火明之図

③岩松助左衛門の灯台建設の志②

写真22　�明治期の灯器など（燈光会から借
用）

①航路標識業務

写真20　�任命状（岩松栄吉宛、白洲灯台建
築御用掛）

⑤受け継がれる助左衛門の志

写真19　�豊前企救郡藍島沖白洲灯籠籠堂図

④岩松助左衛門の灯台建設の志③

写真23　フィルダー、電球など

②灯台の光源レンズ

写真21　�初代白洲灯台模型（岩松徳太郎製
作・所蔵）

⑥伝えられる助左衛門の志
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写真24　　雨量計など

③気象観測業務

写真26　六連島・部埼・角島灯台の紹介

⑤国指定需要文化財　日本遺産

写真25　明治丸模型など

④灯台業務用船

写真27　博物館によるキャプション

⑥灯台守について

写真28　興味深く見学する小学生 写真29　まんべんなく見入っている小学生
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に
な
る
も
の
で
し
た
。
ス
ト
ー
リ
ー
を
考
え
て
、
そ
れ
に
沿

っ
た
展
示
品
の
並
べ
替
え
、
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
や
説
明
ボ
ー
ド

の
作
成
な
ど
、
手
が
込
ん
だ
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
私
た
ち

が
日
ご
ろ
目
に
し
て
い
る
灯
器
な
ど
が
ま
る
で
博
物
館
所
蔵

の
宝
物
の
よ
う
に
見
え
て
き
ま
し
た
（
写
真
30
・
31
は
博
物

館
学
芸
員
に
よ
る
展
示
作
業
）。

　
【
取
材
対
応
】

〇
Ｎ
Ｈ
Ｋ
北
九
州
放
送
局
（
写
真
32
～
33
）

　

当
部
交
通
課
高
村
主
任
航
行
援
助
管
理

官
に
よ
る
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
含
め
た
灯

器
な
ど
の
紹
介
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
時
代

の
変
遷
で
灯
器
が
順
に
進
化
し
て
い
る
状

況
を
説
明
し
て
い
ま
す
。

　

７
月
５
日
の
昼
間
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
福
岡
放
送

局
、
同
日
夕
方
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
北
九
州
放
送
局

で
放
映
さ
れ
、
灯
台
の
歴
史
を
意
義
を
十

分
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
全
国
列
島
リ
レ
ー
ニ
ュ
ー
ス
で
も
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

〇
当
庁
側
：
関
門
海
峡
周
辺
の
灯
台
と
役
割
（
写
真
22
～
29
）

　

航
路
標
識
の
変
遷
を
実
物
を
見
な
が
ら
理
解
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、博
物
館
学
芸
員
の
方
々
に
ご
指
導
い
た
だ
き
な
が
ら
、

灯
器
な
ど
を
順
番
に
展
示
し
て
い
ま
す
。
明
治
期
に
石
油
灯
器

や
ガ
ス
灯
器
に
始
ま
り
、
そ
の
後
白
熱
電
球
に
代
わ
り
、
現
在

で
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
よ
う
、
コ
ン
セ
プ
ト
を
定

め
て
展
示
し
ま
し
た
。

※
参
考

　

博
物
館
学
芸
員
の
方
々
に
よ
る
展
示
手
法
は
、
大
変
勉
強

写真30　ミリ単位で方向や場所決めを実施

写真31　右は博物館歴史課長
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の
高
い
展
示
と
な
っ
て
い
ま
す
。
展
示
解
説
シ
ー
ト
の
内
容
に

つ
き
ま
し
て
は
次
の
機
会
に
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　　

次
回
は
７
月
３０
日
実
施
予
定
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
詳
し
く

紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
企
画
展
示
に
よ
っ
て
、
灯
台
フ
ァ
ン
が
増
え
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。�

（
次
号
へ
続
き
ま
す
。）

〇
毎
日
新
聞
西
部
支
社
（
写
真
34
）

　

７
月
１
日
及
び
７
月
１５
日
の
朝
刊
に
そ
れ
ぞ
れ
紹
介
さ
れ
て

お
り
、
こ
れ
に
よ
り
多
く
の
方
々
に
来
て
い
た
だ
け
る
き
っ
か

け
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

展
示
ス
ペ
ー
ス
に
は
博
物
館
側
に
て
、
展
示
説
明
の
展
示
解

説
シ
ー
ト
も
製
作
し
て
い
た
だ
き
、
企
画
展
を
楽
し
む
方
々
の

資
料
と
し
て
大
変
好
評
の
よ
う
で
す
。
学
芸
員
の
目
線
と
灯
台

職
員
と
し
て
の
目
線
、
そ
れ
ぞ
れ
が
融
合
し
、
と
て
も
完
成
度

写真33　NHK取材状況 ２

写真34　毎日新聞記者への説明

写真32　NHK取材状況 １
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２
０
２
３
年
春
、
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
・
ラ
バ
ー
ズ
（
灯
台
を
愛

す
る
人
々
の
会
）
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
ス
タ
ン
バ
イ
状
態
が

続
い
て
い
た
海
外
の
灯
台
巡
り
を
再
開
し
ま
し
た
。

　

山
口
義
昭
代
表
率
い
る
参
加
者
１３
名
は
、
４
月
８
日
に
成
田

発
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
航
空
で
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
を
経
由
し
、

南
島
の
南
端
の
イ
ン
バ
ー
カ
ー
ギ
ル
空
港
に
降
り
立
ち
ま
し

た
。
そ
こ
か
ら
、
灯
台
と
灯
台
を
つ
な
い
で
途
中
の
街
に
泊
ま

る
チ
ャ
ー
タ
ー
バ
ス
の
旅
を
ス
タ
ー
ト
。
め
ざ
す
灯
台
は
５
基

で
す
が
、
海
岸
を
散
策
し
て
海
鳥
や
オ
ッ
ト
セ
イ
、
ペ
ン
ギ
ン

た
ち
や
、
お
い
し
い
地
元
の
幸
に
も
出
会
え
る
か
も
、
と
期
待

が
広
が
り
ま
す
。

　

天
気
予
報
は
全
行
程
悪
天
候
で
し
た
が
、
な
ん
と
連
日
青
空

に
恵
ま
れ
、
降
っ
て
も
霧
雨
程
度
で
傘
い
ら
ず
。「
マ
ナ
ア
キ

タ
ン
ガ
」（
先
住
民
の
マ
オ
リ
の
人
々
に
伝
わ
る
お
も
て
な
し

の
心
を
表
す
言
葉
。
自
分
た
ち
の
も
つ
最
高
の
も
の
を
惜
し
げ

な
く
客
人
に
提
供
す
る
の
だ
そ
う
で
す
）
に
感
謝
あ
る
の
み
で

す
。

１
日
目
（
４
月
９
日
）

　

最
初
に
訪
れ
た
ワ
イ
パ
パ
ポ
イ
ン
ト
灯
台
は
、
１
８
８
１
年

４
月
２９
日
に
旅
客
船
タ
ラ
ル
ア
が
座
礁
し
て
１
３
１
名
が
犠
牲

　　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
南
島
の
灯
台
巡
り

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
南
島
の
灯
台
巡
り

�

紀
行
文

紀
行
文
　
髙
　
橋
　
伸
　
子

　
髙
　
橋
　
伸
　
子

��

写
　
真

写
　
真
　
髙
　
橋
　
洋
一
郎

　
髙
　
橋
　
洋
一
郎ニュージーランド南島訪問地図
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に
な
っ
た
大
惨
事
を
受
け
て
建
造
さ
れ
、
初
点
灯
は
１
８
８
４

年
１
月
１
日
。
草
の
生
い
茂
る
灯
台
の
丘
の
向
こ
う
に
見
え
る

海
に
は
水
鳥
が
た
く
さ
ん
い
る
そ
う
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
目

視
す
る
こ
と
は
か
な
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

先
を
急
ぐ
べ
く
、
私
た
ち
を
乗
せ
た
バ
ス
は
く
ね
く
ね
道
を

南
緯
４６
度
２７
分
、
東
経
１
６
９
度
４９
分
付
近
に
存
在
す
る
南
島

の
小
さ
な
岬
に
向
か
い
ま
し
た
。
悪
道
に
車
酔
い
の
症
状
が
出

て
ガ
マ
ン
の
限
界
に
達
し
た
こ
ろ
、
め
ざ
す
２
基
目
の
灯
台
の

駐
車
場
に
着
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
か
ら
片
道
２０
分
の
と
こ
ろ
に
建
つ
ナ
ゲ
ッ
ト
ポ
イ
ン
ト

灯
台
ま
で
は
坂
道
が
続
き
ま
す
。“
強
風
の
岬
”
と
呼
び
た
く

な
る
よ
う
な
岬
の
突
端
に
あ
る
灯
台
の
標
高
は
約
７６
メ
ー
ト

ル
、
石
造
の
塔
の
高
さ
は
約
９
メ
ー
ト
ル
で
、
光
は
約
１８
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
先
ま
で
届
く
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
多
数
の
岩
で
で
き

た
小
島
や
岩
礁
が
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
の
チ
キ
ン
ナ
ゲ
ッ
ト
を
ば
ら

ま
い
た
が
ご
と
く
点
在
し
て
い
る
付
近
の
海
域
は
、
昔
か
ら
海

上
交
通
の
難
所
で
、
小
型
船
に
よ
る
事
故
が
多
か
っ
た
と
の
こ

と
。
１
８
６
９
年
か
ら
灯
台
の
建
設
が
始
ま
り
、
初
点
灯
は
１

８
７
０
年
７
月
４
日
、
と
案
内
看
板
に
記
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
現
存
す
る
最
古
の
灯
台

の
よ
う
で
す
。

　

当
初
は
油
を
燃
料
と
し
て
炎
を
上
げ
て
明
か
り
と

し
、
灯
台
守
３
人
で
管
理
を
し
て
い
た
の
が
、
１
９
４

９
年
に
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
を
電
源
と
す
る
電
灯
を
光

源
に
使
用
し
、
や
が
て
国
内
の
電
力
供
給
網
に
接
続
さ

れ
て
発
電
所
か
ら
電
力
供
給
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た

そ
う
で
す
。
そ
し
て
１
９
８
９
年
に
自
動
化
さ
れ
て
無

人
と
な
っ
た
の
ち
、
２
０
０
６
年
に
は
光
源
が
電
燈
か

ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
換
え
ら
れ
、
さ
ら
に
不
時
の
備
え
と
し
て

蓄
電
池
も
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
北
島
の
首
都
ウ
エ
リ
ン
ト
ン
か
ら
の
遠
隔

写真 1　ワイパパポイント灯台

写真 ２　ナゲットポイント灯台
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の
地
に
あ
る
カ
テ
ィ
キ
ポ
イ
ン
ト
灯
台
。
１
８
７
８
年
に
建
て

ら
れ
、
今
も
現
役
と
き
い
て
い
た
の
で
、
駐
車
場
か
ら
灯
台
に

続
く
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
を
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
歩
き
出
し
ま
し

た
。
す
ぐ
に
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
定
番
と
も
い
え
る
白
い
木

製
灯
台
が
現
れ
ま
し
た
が
、
有
刺
鉄
線
で
囲
ま
れ
、
中
に
は
入

れ
ま
せ
ん
。
周
囲
を
散
策
す
る
と
、
ア
ザ
ラ
シ
や
ペ
ン
ギ
ン
な

ど
の
保
護
の
た
め
の
募
金
箱
が
あ
り
ま
し
た
。
穏
や
か
な
海
域

の
よ
う
で
、
海
辺
で
遊
ぶ
ペ
ン
ギ
ン
を
見
た
と
興
奮
し
て
報
告

す
る
メ
ン
バ
ー
も
い
ま
し
た
。
２
Ｎ
Ｚ
＄
の
寄
付
の
ご
利
益
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

近
く
の
モ
エ
ラ
キ
・
ボ
ー
ル
ダ
ー
ズ
で
昼
食
を
と
り
ま
し
た

が
、
海
岸
に
は
巨
大
な
丸
い
石
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
。
大
き
な
も
の
は

重
さ
３
ト
ン
、
直
径
２
メ
ー
ト
ル
に
も
！　

マ
オ
リ
の
伝
説
で

は
、
１
０
０
０
年
ほ
ど
前
に
岸
に
打
ち
寄
せ
ら
れ
た
ヒ
ョ
ウ
タ

ン
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
は
６
５
０
０
万
年
前
に
微
粒

子
の
周
囲
に
水
晶
化
し
た
カ
ル
シ
ウ
ム
と
炭
素
物
質
が
徐
々
に

集
積
し
、
４
０
０
万
年
を
経
て
ま
ん
丸
く
形
成
さ
れ
た
モ
ノ
、

と
い
う
の
が
科
学
者
の
説
。
や
が
て
丸
石
を
含
む
軟
ら
か
い
泥

石
地
層
が
約
１
５
０
０
万
年
前
に
海
底
か
ら
隆
起
し
、風
や
雨
、

海
の
浸
食
作
用
に
よ
っ
て
泥
石
が
洗
い
流
さ
れ
、
丸
い
石
だ
け

が
海
岸
に
残
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
一
帯
に
広
が
る
幻
想
的
な
光

景
に
、
自
分
が
悠
久
な
旅
路
を
い
く
砂
粒
で
あ
る
と
感
じ
た
の

操
作
で
、
１２
秒
に
１
回
白
色
光
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
が
発
せ
ら
れ
て

い
る
と
か
。
灯
台
の
中
に
は
入
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
で
不
要
と
な
っ
た
フ
レ
ネ
ル
レ
ン
ズ
が
元
の
位
置
に
設
置
さ

れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
と
聞
き
、
ち
ょ
っ
と
嬉
し
く
な
り
ま

し
た
。
今
回
の
灯
台
巡
り
の
メ
ン
バ
ー
の
人
気
投
票
で
１
，
２

を
競
っ
た
こ
と
も
付
け
加
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

ナ
ゲ
ッ
ト
ポ
イ
ン
ト
灯
台
を
後
に
バ
ス
は
進
路
を
北
東
に
と

り
、
最
初
の
宿
泊
地
ダ
ニ
ー
デ
ン
に
到
着
。
こ
の
街
は
南
の
エ

ジ
ン
バ
ラ
と
言
わ
れ
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
系
の
住
民
が
多
く
住

ん
で
い
て
、
歴
史
的
建
造
物
や
博
物
館
も
ホ
テ
ル
の
近
く
に
い

ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た
が
、
旅
程
の
関
係
で
外
か
ら
見
る
に
と
ど

め
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

２
日
目
（
４
月
１０
日
）

　

機
内
泊
の
疲
れ
を
ホ
テ
ル
で
癒
し
、
さ
わ
や
か
な
朝
を
迎
え

ま
し
た
。
日
本
と
の
時
差
は
「
＋
３
時
間
」
と
ラ
ク
な
状
況
。

９
時
に
ホ
テ
ル
を
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
し
て
、
女
性
陣
待
望
の
ス

ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
立
ち
寄
り
ま
し
た
。
必
需
品
の
購
入
に

加
え
て
現
地
の
食
材
を
チ
ェ
ッ
ク
。
１
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
ド

ル
＝
８３
円
程
度
と
好
レ
ー
ト
な
の
で
、
旅
の
記
念
や
お
土
産
の

購
入
に
も
ラ
ッ
キ
ー
で
す
。

　

め
ざ
す
３
基
目
の
灯
台
は
、
海
岸
沿
い
の
海
抜
５２
メ
ー
ト
ル
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ポ
ッ
ト
で
し
た
。

　

バ
ス
は
マ
オ
リ
族
が
狩
り
を
し
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
た
と
い

う
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
原
野
を
さ
ら
に
北
へ
。
立
ち
寄
り
を
予
定
し

て
い
た
ウ
ー
ル
シ
ョ
ッ
プ
や
農
協
が
閉
ま
っ
て
い
て
が
っ
か
り

で
し
た
が
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
最
も
長
い
橋
を
渡
る
と
、

そ
こ
は
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
。「
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
」
の
愛

称
を
持
つ
南
島
最
大
の
そ
の
街
の
中
心
に
あ
る
ホ
テ
ル
に
チ
ェ

ッ
ク
イ
ン
し
、
翌
日
午
前
中
の
街
歩
き
を
楽
し
み
に
眠
り
に
つ

き
ま
し
た
。３

日
目
（
４
月
１１
日
）

　

２
０
１
１
年
２
月
２２
日
に
発
生
し
た
マ
グ
ニ
チ
ュ

ー
ド
６
・
３
の
直
下
型
地
震
で
、
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ

ー
チ
市
が
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
こ
と
は
報
道
で
知

っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
直
後
に
東
日
本
大
震
災

に
見
舞
わ
れ
た
私
た
ち
日
本
人
は
、
同
市
の
そ
の
後

に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
情
報
を
持
っ
て
お
ら
ず
、
夜

が
明
け
て
ホ
テ
ル
を
一
歩
出
た
と
こ
ろ
で
復
興
の
遅

れ
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。
有
名
な
尖
塔
と
、

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
バ
ラ
窓
が
美
し
い
大
聖
堂
が
見

当
た
ら
な
い
の
で
す
。
液
状
化
の
影
響
で
空
き
地
が

多
く
、
３３
年
前
に
訪
れ
た
と
き
と
ま
る
で
違
い
、
観

は
、
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

　

海
沿
い
の
牧
草
地
に
は
羊
や
ア
ル
パ
カ
が
放
牧
さ
れ
て
い

て
、
湿
地
帯
に
は
嘴
が
赤
く
脚
の
長
い
鳥
プ
ケ
コ
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
３０
キ
ロ
ほ
ど
バ
ス
を
走
ら
せ
、
街

中
の
建
物
が
地
元
で
採
掘
さ
れ
た
白
い
石
で
作
ら
れ
て
い
る
オ

ア
マ
ル
と
い
う
街
で
、
ト
イ
レ
休
憩
。
古
い
機
関
車
や
重
機
な

ど
で
作
っ
た
現
代
ア
ー
ト
作
品
が
街
の
あ
ち
こ
ち
に
あ
り
、
月

曜
日
な
の
に
カ
フ
ェ
に
は
若
い
人
た
ち
の
姿
が
多
く
見
ら
れ
ま

し
た
。
古
い
も
の
と
新
し
い
も
の
が
融
合
し
た
、
心
地
よ
い
ス

写真 4　モエラキ・ボールダーズ

写真 3　カティキポイント灯台にて



—  22  —

と
同
じ
木
組
み
で
天
井
を
作
っ
た
こ
と
に
始
ま
っ
た
と
か
。
そ

う
、
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
は
市
の
中
心
か
ら
２０
分
も
車
を
走

ら
せ
れ
ば
南
太
平
洋
が
広
が
る
絶
景
ビ
ー
チ
に
着
く
ほ
ど
、
海

に
も
近
い
の
で
す
。
旅
行
会
社
は
市
の
中
心
部
の
観
光
プ
ラ
ン

に
固
執
せ
ず
、早
く
こ
の
地
の
海
や
灯
台
の
魅
力
に
気
づ
い
て
、

人
々
を
い
ざ
な
っ
て
ほ
し
い
も
の
。
そ
れ
に
よ
り
、
２
０
２
７

年
に
予
定
さ
れ
て
い
る
大
聖
堂
や
尖
塔
の
再
建
に
も
は
ず
み
が

つ
く
は
ず
で
す
。

　

午
後
は
バ
ン
ク
ス
半
島
に
あ
る
４
基
目
の
灯
台
に
向
か
い
ま

し
た
。
ア
カ
ロ
ア
灯
台
の
あ
る
地
区
は
、
フ
ラ
ン
ス
移
民
に
よ

っ
て
開
発
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
フ
レ
ン
チ
コ
ロ
ニ
ア
ル
風
の
街

並
み
で
、
し
ゃ
れ
た
セ
ー
タ
ー
や
手
袋
や
マ
フ
ラ
ー
が
買
え
る

ウ
ー
ル
シ
ョ
ッ
プ
や
素
敵
な
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
が
軒
を
連
ね
て

い
ま
す
。
そ
ん
な
街
並
み
に
マ
ッ
チ
す
る
木
製
の
六
面
体
の
ア

カ
ロ
ア
灯
台
は
、
実
に
お
し
ゃ
れ
。
白
ベ
ー
ス
に
赤
の
ア
ク
セ

ン
ト
が
き
い
た
デ
ザ
イ
ン
で
す
。
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
も
隣
接
し

て
い
て
、
ど
こ
を
バ
ッ
ク
に
し
て
も
絵
に
な
り
ま
す
。
入
場
料

を
払
え
ば
中
に
入
れ
ま
す
が
、
１
８
８
０
年
に
建
て
ら
れ
て
１

９
９
０
年
に
こ
こ
に
引
っ
越
し
て
観
光
灯
台
化
し
て
い
る
の

で
、
入
場
は
パ
ス
。
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
・
ラ
バ
ー
ズ
の
ペ
ナ
ン
ト

を
出
し
て
灯
台
を
バ
ッ
ク
に
記
念
撮
影
し
よ
う
と
し
た
と
こ

ろ
、
こ
の
灯
台
目
的
に
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
旅
し
て
き
た
と
い
う
灯

光
客
も
ま
ば
ら
…
。

５０
年
前
に
２
か
月
滞

在
し
た
仲
間
も
、
あ

ま
り
の
変
わ
り
よ
う

に
驚
い
て
い
ま
し

た
。

　

灯
台
が
な
い
と
航

海
が
困
難
な
よ
う

に
、
こ
の
街
で
は
高

く
そ
び
え
る
尖
塔
が

な
い
と
、
街
歩
き
も

ま
ま
な
り
ま
せ
ん
。

気
軽
に
テ
ィ
ー
タ
イ

ム
を
楽
し
め
る
店
も
少
な
く
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
あ
る
い
く
つ

か
の
ギ
フ
ト
シ
ョ
ッ
プ
は
閉
店
状
態
。
路
面
電
車
ト
ラ
ム
に
乗

っ
て
市
内
巡
り
を
楽
し
ん
だ
チ
ー
ム
は
、
ゆ
っ
た
り
流
れ
る
エ

イ
ボ
ン
川
や
点
在
す
る
公
園
な
ど　

自
然
の
光
景
に
目
を
休
め

た
よ
う
で
す
が
、
南
島
の
旅
で
は
日
本
人
観
光
客
に
は
ま
っ
た

く
会
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

地
震
被
害
と
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
観
光
都
市
ク
ラ
イ
ス
ト
チ

ャ
ー
チ
は
大
き
な
試
練
に
直
面
し
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
か
の

大
聖
堂
の
原
型
の
教
会
建
設
は
１
８
６
４
年
に
船
大
工
が
船
底

写真 5　再建途上のクライストチャーチ
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ア
灯
台
近
く
に
あ
る
ゴ
ッ
ド
レ
イ
・
ヘ
ッ
ド
灯
台
が
地
震
で
破

損
し
て
も
灯
を
点
し
て
い
る
そ
う
な
の
で
、
行
っ
て
み
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　

１９
人
乗
り
の
ベ
ン
ツ
の
バ
ス
は
、
ト
ラ
ン
ク
な
ど
荷
物
を
乗

せ
る
ト
レ
ー
ラ
ー
を
連
泊
予
定
の
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
に
置

い
て
き
た
の
で
、
ラ
ン
ド
ク
ル
ー
ザ
ー
の
よ
う
に
頼
も
し
い
…

な
ん
て
感
じ
た
の
は
１０
分
あ
ま
り
。
そ
の
後
は
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン

の
激
し
い
オ
フ
ロ
ー
ド
の
よ
う
な
農
道
を
、
一
歩
間
違
え
ば
路

肩
か
ら
転
が
り
落
ち
る
の
で
は
な
い
か
、
対
向
車
が
来
た
ら
ど

う
す
る
、
と
ド
キ
ド
キ
ハ
ラ
ハ
ラ
し
な
が
ら
進
む
こ
と
２０
分
。

車
窓
か
ら
見
え
る
の
は
羊
ば
か
り
で
、
天
国
に
近
い
山
の
頂
ま

で
登
っ
て
は
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
の
よ
う
に
下
る
行
程
の
繰
り

返
し
で
、
い
つ
も
は
饒
舌
な
ク
リ
ス
も
無
言
で
し
た
。

　

や
が
て
「
こ
の
先
危
険
、
車
走
行
禁
止
」
の
標
識
が
現
れ
、

よ
う
や
く
方
向
転
換
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、「
ア

ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
け
ど
、
こ
の
先
に
灯
台
が
あ

る
」
と
い
う
ク
リ
ス
の
一
声
で
、
山
口
代
表
は
じ
め
勇
敢
な
メ

ン
バ
ー
数
名
が
下
車
し
て
歩
き
始
め
ま
し
た
。
２０
分
後
、
陽
が

落
ち
は
じ
め
、近
く
ま
で
は
い
け
な
い
の
を
確
認
し
た
彼
ら
が
、

ろ
う
そ
く
の
よ
う
な
灯
台
の
写
真
を
撮
っ
て
戻
っ
て
き
ま
し

た
。
あ
の
体
験
は
ま
さ
に
ゴ
ッ
ド
レ
イ
（
直
接
光
が
雲
の
切
れ

間
か
ら
漏
れ
る
と
き
に
自
然
界
で
見
ら
れ
る
美
し
い
錯
覚
）
だ

台
愛
好
カ
ッ
プ
ル
に
声
を
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
す
ぐ
に
意
気
投

合
し
、
一
緒
に
写
真
を
撮
る
こ
と
に
─
。
こ
う
い
う
出
会
い
は

旅
の
醍
醐
味
で
す
。

　

予
定
で
は
そ
の
後
、
名
物
の
「
フ
ィ
ッ
シ
ュ
＆
チ
ッ
プ
ス
」

を
買
い
、
ビ
ー
チ
で
夕
陽
を
観
な
が
ら
食
べ
る
予
定
だ
っ
た
の

で
す
が
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
ク
リ
ス
か
ら
「
別
の
灯
台
を
観
に
行

か
な
い
か
。
ナ
ビ
で
調
べ
た
か
ら
」
と
提
案
が
。
３０
分
く
ら
い

で
行
け
る
と
い
う
の
で
す
。
古
い
地
図
で
は
１９
基
の
灯
台
が
南

島
に
は
載
っ
て
い
ま
す
が
、
海
岸
浸
食
や
地
震
に
よ
り
い
く
つ

残
っ
て
い
る
か
は
不
明
。
倒
壊
寸
前
に
釣
り
上
げ
て
、
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
で
移
転
し
た
灯
台
も
あ
る
よ
う
で
す
。
私
た
ち
は
確
認

の
と
れ
た
５
基
の
灯
台
巡
り
を
計
画
し
た
の
で
す
が
、
ア
カ
ロ写真 6　アカロア灯台にて
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近
を
自
由
散
策
の
予
定
で
し
た
が
、
予
約
し
て
い
た
レ
ス
ト
ラ

ン
が
休
業
。
手
分
け
し
て
捜
し
歩
い
て
も
、
全
員
が
入
れ
る
店

は
な
く
、
ま
た
も
や
食
事
難
民
に
―
。
し
か
た
な
く
バ
ラ
バ
ラ

に
食
事
を
と
る
こ
と
に
な
り
、
私
は
モ
エ
ラ
キ
・
ボ
ー
ル
ダ
ー

ズ
で
食
べ
て
感
動
し
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
名
物
「
マ
ッ
シ
ュ

ル
ー
ム
と
ほ
う
れ
ん
草
の
パ
イ
」
を
カ
フ
ェ
で
食
べ
ま
し
た
。

　

日
本
と
四
季
が
あ
べ
こ
べ
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
、
夏
が

終
わ
る
と
海
辺
の
多
く
の
シ
ョ
ッ
プ
が
春
ま
で
店
を
た
た
む
の

だ
そ
う
で
す
。
食
事
場
所
探
し
で
疲
れ
て
し
ま
っ
た
女
性
た
ち

は
、
自
然
散
策
を
や
め
て
、
土
産
物
屋
や
手
工
芸
品
店
の
閉
店

セ
ー
ル
に
熱
中
。
こ
の
国
は
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
や
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
に
こ
だ
わ
り
が
強
く
、
個
人
商
店
に
近
い
小
さ
な
事
業
所
で

丁
寧
に
モ
ノ
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。
日
用
品
や
衣
類
、
化
粧

品
な
ど
、
生
活
全
般
が
ナ
チ
ュ
ラ
ル
志
向
で
素
敵
な
の
で
す
。

　

カ
イ
コ
ウ
ラ
の
次
に
訪
れ
た
マ
ー
ル
ボ
ロ
地
方
の
ワ
イ
ラ
ウ

ヴ
ァ
レ
ー
に
は
８０
以
上
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
が
あ
り
ま
す
。
訪
問
し

た
ワ
イ
ナ
リ
ー
「
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ベ
イ
」
は
世
界
的
に
有
名
で
、

日
本
人
も
よ
く
訪
れ
る
よ
う
で
す
。
ぶ
ど
う
の
収
穫
は
終
わ
っ

て
い
ま
し
た
が
、
紅
葉
を
楽
し
み
な
が
ら
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
。

ワ
イ
ン
好
き
の
仲
間
は
お
気
に
入
り
を
ゲ
ッ
ト
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
風
光
明
媚
な
海
岸
線
を
進
み
、
南
島
北
部
の
ブ
レ

ナ
ム
の
ホ
テ
ル
に
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
し
、
シ
ャ
ワ
ー
を
あ
び
て
ド

っ
た
の
で
は
な
い
か
、

と
今
で
も
思
い
ま
す
。

　

一
難
去
っ
て
ま
た
一

難
。
お
目
当
て
の
フ
ィ

ッ
シ
ュ
＆
チ
ッ
プ
ス
の

お
店
は
１９
時
閉
店
で
ア

ウ
ト
。
空
腹
と
闘
い
な

が
ら
、
ク
ラ
イ
ス
ト
チ

ャ
ー
チ
に
戻
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
途
中
で

２０
時
ま
で
営
業
の
店
が

み
つ
か
り
、
店
内
で

黙
々
と
フ
ィ
ッ
シ
ュ
＆

チ
ッ
プ
ス
を
食
べ
ま
し
た
。翌
日
は
灯
台
訪
問
の
予
定
は
な
し
。

自
然
と
戯
れ
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
に
寄
り
な
が
ら
、
最
も
期
待
感
の

高
い
５
基
目
の
灯
台
が
あ
る
ネ
ル
ソ
ン
に
向
け
て
北
上
で
す
。

４
日
目
（
４
月
１２
日
）

　

９
時
に
１
８
０
キ
ロ
先
の
カ
イ
コ
ウ
ラ
に
向
け
て
ス
タ
ー

ト
。
イ
ル
カ
や
オ
ッ
ト
セ
イ
と
泳
ぐ
ツ
ア
ー
で
人
気
の
地
域
で

す
。
最
初
に
立
ち
寄
っ
た
海
岸
で
、
幸
運
に
も
数
頭
の
野
生
の

オ
ッ
ト
セ
イ
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ラ
ン
チ
後
に
付

写真 7　私たちを乗せて走ったバス
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リ
族
か
ら
広
大
な
土
地
を
購
入
し
て
計
画
的
な
街
づ
く
り
を
し

た
そ
う
で
す
。

　

昼
前
に
ネ
ル
ソ
ン
に
到
着
し
た
の
で
、
私
た
ち
は
翌
日
の
自

由
行
動
に
備
え
て
市
内
の
見
ど
こ
ろ
を
バ
ス
で
ぐ
る
り
と
回

り
、連
泊
す
る
ホ
テ
ル
や
観
光
セ
ン
タ
ー
の
場
所
も
確
認
し
て
、

港
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
海
の
幸
の
チ
ャ
ウ
ダ
ー
な
ど
名
物
料
理
を

堪
能
し
ま
し
た
。
お
天
気
は
ま
ぶ
し
い
ほ
ど
の
快
晴
。
ハ
ー
バ

ー
に
は
１
８
４
１
年
に
英
国
か
ら
最
初
に
到
着
し
た
移
民
家
族

の
像
や
ネ
ル
ソ
ン
の
歴
史
の
展
示
な
ど
が
あ
り
、
写
真
を
撮
る

レ
ス
ア
ッ
プ
。
レ
ス
ト
ラ
ン
で
地
ビ
ー
ル
や
シ
ャ
ル
ド
ネ
を
味

わ
い
な
が
ら
の
に
ぎ
や
か
な
デ
ィ
ナ
ー
タ
イ
ム
と
な
り
ま
し

た
。
チ
キ
ン
や
ビ
ー
フ
、
ラ
ム
の
ス
テ
ー
キ
を
注
文
し
た
人
が

多
く
、
セ
ー
リ
ン
グ
を
伴
う
灯
台
訪
問
に
備
え
て
、
英
気
を
養

い
ま
し
た
。

５
日
目
（
４
月
１３
日
）

　

前
日
ま
で
の
天
気
予
報
は
悪
天
候
だ
っ
た
た
め
、
船
を
出
し

て
も
ら
え
な
け
れ
ば
５
基
目
の
灯
台
訪
問
は
６
日
目
に
変
更
、

と
覚
悟
し
て
い
ま
し
た
が
、
ど
う
や
ら
お
天
気
は
よ
さ

そ
う
。
サ
ニ
ー
ネ
ル
ソ
ン
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
の
中
で
晴
天
率
の
高
い
ネ
ル
ソ
ン
は
快
晴

と
信
じ
、
南
島
北
東
部
の
ブ
レ
ナ
ム
を
バ
ス
で
出
発
。

右
手
の
ク
ッ
ク
海
峡
の
向
こ
う
は
北
島
と
い
う
地
域
を

快
走
し
、
タ
ス
マ
ン
ベ
イ
を
め
ざ
し
ま
し
た
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
で
北
島
と
南
島
の
最
小
幅
２３
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
の
こ
の
海
峡
を
最
初
に
通
過
し
た
の
は
オ
ラ
ン

ダ
人
の
ア
ベ
ル
・
タ
ス
マ
ン
。
１
６
４
２
年
の
こ
と
で

し
た
が
、
こ
の
海
域
は
捕
鯨
の
一
大
拠
点
で
１
９
７
０

年
代
ま
で
捕
鯨
が
続
け
ら
れ
て
い
て
、
港
町
ネ
ル
ソ
ン

は
捕
鯨
船
の
補
給
地
と
し
て
発
展
し
た
そ
う
で
す
。
１

８
４
０
年
の
ワ
イ
タ
ン
ギ
条
約
に
よ
り
、
英
国
が
マ
オ

写真 8　ネルソン湾の砂洲

写真 9　船から見たネルソン灯台
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射
板
が
あ
り
、
特
に
気
を
つ
け
た
い
場
所
を
赤
い
色
で
指
す
こ

と
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
特
別
に
灯
台
の
中
に
入

れ
て
も
ら
え
る
こ
と
に
な
り
、
４
人
ず
つ
交
代
で
螺
旋
階
段
を

上
ま
で
昇
り
ま
し
た
が
、今
ま
で
経
験
し
た
中
で
一
番
ス
リ
ム
。

内
部
の
写
真
が
撮
り
に
く
か
っ
た
も
の
の
、
レ
ン
ズ
は
小
型
の

フ
レ
ネ
ル
タ
イ
プ
で
し
た
。

　

予
定
し
て
い
た
す
べ
て
の
灯
台
訪
問
を
終
え
、
街
の
中
心
部

の
リ
バ
ー
サ
イ
ド
に
建
つ
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
ホ
テ
ル
に
チ
ェ

ッ
ク
イ
ン
。
翌
日
は
終
日
自
由
行
動
後
に
連
泊
す
る
の
で
、
ゆ

っ
く
り
く
つ
ろ
げ
ま
す
。
ホ
テ
ル
デ
イ
ナ
ー
は
ト
ラ
ン
プ
で
席

決
め
を
し
、
翌
日
の
計
画
な
ど
を
出
し
合
い
、
メ
ン
バ
ー
同
士

の
交
流
も
深
ま
り
ま
し
た
。

６
日
目
（
４
月
１４
日
）

　

今
日
も
快
晴
！　

ネ
ル
ソ
ン
の
天
気
予
報
で
は
「
こ
の
上
な

い
快
晴
。
農
作
業
や
園
芸
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
ち
に
最
適
の
１

日
で
す
」
と
い
う
表
現
に
な
り
ま
す
。
ま
ず
は
全
員
が
希
望
し

た
豪
邸
と
ボ
タ
ニ
カ
ル
ガ
ー
デ
ン
ま
で
バ
ス
で
送
っ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
い
ろ
ん
な
コ
ー
ス
に
分
か
れ
ま
し
た
が
、

遠
出
を
い
と
わ
な
い
人
た
ち
は
、
１９
世
紀
の
街
並
み
を
そ
っ
く

り
再
現
し
、
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
当
地
の
歴
史
が
学
べ
る
ヘ

リ
テ
ー
ジ
・
パ
ー
ク
へ
。
印
刷
機
、
蒸
気
機
関
車
、
プ
ロ
ペ
ラ

な
ど
し
て
１４
時
の
乗
船
を
待
ち
ま
し
た
。

　

チ
ャ
ー
タ
ー
し
た
船
は
カ
タ
マ
ラ
ン
。
揺
れ
が
少
な
く
、
広

い
船
内
と
デ
ッ
キ
で
優
雅
な
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
を
数
１０
分
ほ
ど
楽

し
ん
で
い
る
と
、
長
い
砂
洲
の
上
に
建
つ
白
い
灯
台
が
目
に
入

っ
て
き
ま
し
た
。
５
基
目
の
灯
台
、
ネ
ル
ソ
ン
灯
台
（
正
式
に

は
「
ボ
ー
ル
ダ
ー
バ
ン
ク
灯
台
」）
で
す
。
港
に
は
ネ
ル
ソ
ン

市
が
天
の
橋
立
で
有
名
な
京
都
府
宮
津
市
と
１
９
７
６
年
に
姉

妹
都
市
提
携
し
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
な
る
ほ
ど
よ
く

似
た
長
い
砂
洲
で
す
。

　

１３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も
の
長
い
砂
洲
に
建
て
ら
れ
て
い
る
こ
ち

ら
の
灯
台
は
、
ネ
ル
ソ
ン
港
に
入
港
し
よ
う
と
す
る
船
の
座
礁

が
相
次
い
で
犠
牲
者
が
大
勢
出
た
た
め
に
、
１
８
６
２
年
に
建

て
ら
れ
た
も
の
。
私
た

ち
は
カ
タ
マ
ラ
ン
か
ら

少
人
数
ず
つ
テ
ン
ダ
ー

ボ
ー
ト
に
乗
り
換
え
て

砂
洲
に
上
陸
し
ま
し

た
。

　

灯
台
の
外
観
は
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
定
番

ス
タ
イ
ル
で
す
が
、
玻

璃
板
に
は
赤
い
色
の
照

写真10　ネルソン灯台のレンズ
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尻屋埼灯台
★青青  

森森  

県県

2023年  尻屋埼灯台2023年  尻屋埼灯台・・入道埼灯台入道埼灯台のの参観参観についてについて

尻屋埼灯台、入道埼灯台の参観業務は、
11月 5 日（㊐）までとなっております。
皆様のご訪問をお待ちしております！

燈光会尻屋埼支所　☎ 0175-47-2889
燈光会入道埼支所　☎ 090-1931-9706
燈光会事務局　　　☎ 03-3501-1054

最新の参観状況につきましては、当会HPを
ご覧下さい。

燈光会ＨＰ燈光会ＨＰ
ＱＲコードＱＲコード

https://www.tokokai.org

入道埼灯台
★

秋 田 県秋 田 県

機
な
ど
産
業
革
命
の
恩
恵
と
教
育
制
度
の
普
及
に
よ
り
、
素
晴

ら
し
い
街
に
育
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
た
と
の
こ
と
。
姉
妹
都

市
に
ち
な
み
、
日
本
庭
園
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。「
移
住
す
る

な
ら
ネ
ル
ソ
ン
が
い
い
」
と
不
動
産
屋
で
情
報
収
集
し
た
メ
ン

バ
ー
が
い
る
ほ
ど
、
居
心
地
の
い
い
街
で
し
た
。

　

ホ
テ
ル
に
戻
り
、
翌
朝
４
時
半
の
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
に
向
け

て
荷
物
を
ま
と
め
、
夜
は
昨
日
と
同
じ
レ
ス
ト
ラ
ン
で
デ
ィ
ナ

ー
。
旅
の
思
い
出
を
語
り
あ
い
、
次
の
海
外
灯
台
巡
り
の
計
画

を
話
し
合
い
ま
し
た
。

日
本
へ
（
４
月
１５
日
）

　

朝
６
時
、
ネ
ル
ソ
ン
発
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
航
空
で
帰
国

の
途
に
つ
き
ま
し
た
。
海
外
の
灯
台
巡
り
の
旅
に
は
７
年
前
か

ら
参
加
し
て
い
ま
す
が
、
旅
行
会
社
顔
負
け
の
企
画
力
で
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
旅
程
を
作
っ
て
く
だ
さ
る
山
口
代
表
と
、
国
際
線
の

元
Ｃ
Ａ
で
面
倒
見
の
い
い
山
口
夫
人
の
お
か
げ
で
、
ど
の
旅
も

素
晴
ら
し
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
通
訳
や
会
計
、
健
康
管

理
を
担
当
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
を
は
じ
め
多
彩
な
メ
ン
バ
ー
の

貢
献
に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
毎
回

新
メ
ン
バ
ー
も
加
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
灯
台
を
愛
す
る
人
々
の

輪
が
さ
ら
に
広
が
る
こ
と
を
願
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。
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「
み
お
つ
く
し 
御
前
埼
燈
臺
」
よ
り

　

森
灯
台
長
ご
夫
妻
の
逸
話
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
御
前
埼
灯
台

の
史
料
集
「
み
お
つ
く
し　

御
前
埼
燈
臺
」（
昭
和
６１
年
５
月

発
行
）
に
は
、編
集
者
松
林
久
蔵
氏
自
身
の
幼
少
期
（
大
正
期
）

の
御
前
埼
灯
台
の
様
子
が
次
の
と
お
り
回
顧
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

此
の
灯
台
の
基
に
生
ま
れ
育
っ
た
私
で
す
。
七
十
年
の
馬
齢

を
重
ね
た
日
々
の
思
い
出
は
、
あ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
た
、
こ
ん

な
こ
と
も
あ
っ
た
、
と
次
か
ら
次
へ
と
続
い
て
き
て
、
今
は
薄

れ
が
ち
な
が
ら
脳
裡
の
片
隅
か
ら
浮
か
び
あ
が
り
、
夢
の
よ
う

な
記
憶
と
な
っ
て
よ
み
が
え
る
、
そ
う
し
た
二
、
三
を
綴
り
合

せ
て
置
く
。

　

灯
台
の
敷
地
の
内
に
は
色
々
の
も
の
が
あ
っ
た
。
大
人
の
一

抱
え
に
余
る
位
の
太
さ
で
、
左
右
に
登
る
時
の
足
掛
け
を
取
り

付
け
た
白
塗
り
の
旗
棹
が
立
っ
て
居
た
。
小
さ
な
子
供
の
手
足

−

明
治
の
灯
台
の
話
�

−

御
前
埼
灯
台
（
後
編
）

灯 

台 

研 

究 

生

で
は
間
隔
が
広
く
、
三
段
か
四
段
位
ま
で
は
辛
う
じ
て
登
っ
て

も
、
そ
れ
以
上
は
足
が
震
え
て
登
っ
て
行
け
な
か
っ
た
。
そ
の

旗
棹
の
天
辺
に
は
時
々
、
色
々
の
信
号
旗
が
ひ
る
が
え
っ
て
居

た
こ
と
が
あ
る
。
時
折
見
廻
り
に
来
る
白
い
船
が
、
燈
明
下
に

碇
泊
し
て
は
、
小
舟
を
使
っ
て
灯
台
で
必
要
な
物
資
を
陸
上
げ

し
て
居
た
。
そ
の
時
に
は
決
ま
っ
て
旗
が
上
っ
て
居
た
。
そ
の

旗
棹
に
は
太
い
ワ
イ
ヤ
を
使
っ
た
ハ
ド
が
三
ヶ
所
に
張
っ
て
あ

っ
て
、
其
の
末
端
は
三
十
セ
ン
チ
位
の
角
材
が
控
杭
と
し
て
う

め
込
ま
れ
、
タ
ン
バ
ッ
ク
ル
を
使
っ
て
ガ
ッ
チ
リ
と
締
付
け
て

有
っ
た
。
信
号
旗
を
巻
き
上
げ
る
ロ
ー
プ
を
縛
り
付
け
て
置
く

十
字
架
に
似
た
ピ
ッ
ト
も
あ
り
、
子
供
達
が
丁
度
肩
車
に
乗
っ

か
っ
た
様
な
形
で
、
入
れ
替
わ
り
立
ち
替
わ
り
ピ
ッ
ト
に
跨
っ

写真－ 1
明治～昭和初期の御前埼灯台

（当時の絵葉書）
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り
も
む
し
ろ
不
思
議
な
も
の
で
あ
っ
た
。
水
が
め
か
ら
柄
杓
で

汲
む
よ
り
外
は
知
ら
な
い
子
供
達
で
あ
る
、
横
に
な
っ
て
居
る

鉄
の
棒
を
前
に
廻
す
だ
け
で
水
が
凄
い
勢
い
で
は
し
り
出
す
、

ど
う
し
て
水
が
出
る
の
か
、
又
止
ま
る
の
か
一
向
に
解
か
ら
な

い
。
水
い
た
ず
ら
は
子
供
等
の
大
好
き
な
遊
び
で
あ
る
。
出
し

た
り
止
め
た
り
の
連
続
で
あ
る
。
初
め
の
内
は
黙
っ
て
居
た
灯

台
の
お
じ
さ
ん
達
も
度
重
な
っ
て
は
た
ま
ら
な
い
、

「
誰
だ
、
水
を
出
す
の
は
」

と
事
務
所
か
ら
大
声
で
呼
ぶ
の
で
、
一
目
散
に
水
は
出
し
放
し

に
し
て
逃
げ
る
。仕
方
な
し
に
事
務
所
か
ら
出
て
来
て
止
め
る
。

少
し
た
つ
と
又
入
っ
て
水
を
出
す
。
暇
の
上
に
子
供
の
方
は
人

数
が
多
い
。
し
ま
い
に
は
職
員
の
人
達
も
た
ま
り
か
ね
て
、
ネ

て
得
意
な
顔
で
遊
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
日
時
計
も
据
付
け
て
有

っ
た
。
雨
量
計
も
有
っ
た
。
正
門
か
ら
事
務
所
ま
で
の
通
路
に

は
一
握
り
位
の
石
が
敷
き
つ
め
ら
れ
て
居
た
。
正
門
か
ら
南
北

に
分
か
れ
て
グ
ル
リ
と
構
内
を
取
巻
く
形
で
、
頑
丈
な
木
柵
が

巡
ら
さ
れ
て
居
た
。
高
さ
は
二
米
位
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
十
セ

ン
チ
位
の
太
さ
に
丸
く
仕
上
げ
た
棒
が
並
び
、
二
米
位
の
間
隔

を
お
い
て
主
柱
に
な
る
大
き
な
角
材
が
使
っ
て
あ
り
、
子
供
が

や
っ
と
横
に
な
っ
て
す
り
抜
け
る
位
の
間
隔
で
丸
棒
が
横
に
並

ん
で
は
め
込
ま
れ
て
居
た
。
此
処
も
旗
棹
同
様
に
真
白
く
塗
ら

れ
て
居
た
。
兎
に
角
灯
台
内
の
施
設
は
何
に
よ
ら
ず
、
一
切
が

白
づ
く
め
で
あ
り
、
其
の
上
一
般
の
家
庭
と
し
て
は
縁
遠
い
大

き
な
そ
し
て
頑
丈
な
も
の
ば
か
り
で
作
ら
れ
て
居
た
。

　

そ
れ
か
ら
灯
塔
入
口
の
右
側
に
約
三
屯ト

ン

入
る
位
の
鉄
製
の
水

タ
ン
ク
が
据
付
け
て
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
そ
こ
だ
け
で
は
な
く

て
、
洋
館
式
の
官
舎
の
周
囲
に
三
基
位
は
有
っ
た
記
憶
で
あ
る

が
、
屋
根
か
ら
の
天
水
を
導
入
し
て
あ
っ
た
。
島
や
断
崖
の
水

利
の
便
の
な
い
所
で
は
、
こ
の
様
に
し
て
雨
水
を
生
活
用
水
と

し
て
使
っ
て
居
る
と
の
こ
と
で
、
此
処
に
も
そ
ん
な
事
か
ら
備

蓄
し
て
有
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
此
の
タ
ン
ク
の
底
近
く
に
コ
ッ

ク
が
取
り
付
け
て
あ
っ
た
。
六
、
七
十
年
以
上
も
前
の
こ
と
で

一
般
の
家
庭
に
コ
ッ
ク
が
あ
り
よ
う
筈
が
な
い
、
誠
に
珍
し
い

も
の
で
あ
っ
た
。
子
供
達
に
し
て
見
れ
ば
、
珍
し
い
と
言
う
よ

写真－ 2
明治～昭和初期の御前埼灯台

（当時の絵葉書）
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置
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、太
平
洋
戦
争
で
破
壊
さ
れ
て
い
ま
す
。

米
軍
機
の
攻
撃
を
受
け
る
御
前
埼
灯
台
は
、
感
動
の
名
作
「
喜

び
も
悲
し
み
も
幾
年
月
」
の
映
画
で
も
描
写
さ
れ
て
い
ま
す
。

機
銃
掃
射
を
受
け
灯
台
構
内
を
逃
げ
ま
ど
う
職
員
た
ち
、
灯
台

脇
の
防
空
壕
の
中
で
攻
撃
に
耐
え
忍
ぶ
家
族
た
ち
、
そ
の
渦
中

で
同
勤
し
た
家
族
と
の
涙
の
再
会
と
戦
後
の
離
別
な
ど
、
胸
を

打
つ
ド
ラ
マ
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
実
際
は
大
き
く
違
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
御
前
埼

ジ
を
固
く
締
め
て
ハ
ン
ド
ル
の
動
き
を
硬
く
し
て
、
子
供
の
力

で
は
動
か
な
い
よ
う
に
さ
れ
て
し
ま
っ
た
事
な
ど
あ
っ
た
が
、

こ
ん
な
い
た
づ
ら
を
し
た
頃
が
な
つ
か
し
い
。

　

盆
休
み
の
夜
と
も
な
れ
ば
、
気
の
利
い
た
職
員
さ
ん
の
計
ら

い
で
、
正
門
は
解
放
さ
れ
宵
の
ひ
と
刻
は
、
若
者
達
の
天
国
と

変
る
。
涼
み
が
て
ら
に
灯
台
の
芝
生
に
混
じ
っ
て
、
若
い
衆
が

遊
び
に
寄
っ
て
く
る
。
藪
蚊
に
攻
め
ら
れ
な
が
ら
も
仲
間
同
志

旧
盆
の
こ
う
こ
う
と
輝
く
月
の
光
を
浴
び
て
車
座
に
な
り
深
夜

ま
で
話
は
尽
き
な
か
っ
た
。

　

清
水
海
上
保
安
部
保
管
の
御
前
埼
灯
台
経
歴
簿
に
は
、
灯
台

構
内
を
取
り
囲
ん
で
い
た
木
柵
は
、
昭
和
２
年
６
月
に
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
製
に
改
築
さ
れ
た
記
録
が
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。
真

白
な
木
柵
が
写
る
古
い
絵
葉
書
（
写
真
１
・
２
）
に
は
、
松
林

少
年
た
ち
が
遊
び
場
に
し
て
い
た
白
塗
り
の
旗
竿
、
鉄
製
の
水

タ
ン
ク
、
そ
し
て
構
内
の
芝
生
ま
で
写
さ
れ
て
い
ま
す
。
絵
葉

書
に
写
る
今
は
無
き
こ
れ
ら
御
前
埼
灯
台
構
内
の
ひ
と
つ
ひ
と

つ
に
、
知
ら
れ
ざ
る
灯
台
の
逸
話
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
た
よ

う
で
す
。

戦
災
被
害
調
査
記
録

　

御
前
埼
灯
台
に
は
、
日
本
初
の
回
転
す
る
一
等
レ
ン
ズ
が
設

写真－ 3 　映画　喜びも悲しみも幾年月
戦時下の御前埼灯台での歓迎会の一幕（映画宣伝用
スチール写真）
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被
害
の
状
況

本
台
の
被
襲
は
昭
和
十
九
年
中
以
来
相
当
あ
り
た
る
も
の
な

れ
ど　

記
録
書
類
な
き
た
め　

二
十
年
中
の
日
誌
及
関
係
者

よ
り
聞
知
す
る
と
こ
ろ
に
依
り
記
載
す　

燈
台
上
空
通
過
の

敵
機
の
方
向
は
主
と
し
て　

東
方
よ
り
時
に
南
方
よ
り
進
入

し　

全
月
中
殆
ん
ど
休
み
な
く　

そ
の
機
種
は
Ｂ
２
９
な
れ

ど　

二
月
十
六
日
初
め
て
艦
載
機
現
れ　

西
側
海
岸
へ
爆
弾

二
個
を
落
す

二
月
二
十
五
日
に
は　

西
方
海
中
へ
投
弾　

四
月
七
日
は　

Ｂ
２
４
は
假
設
望
楼
の
兵
員
を
射
撃
す　

此
頃
よ
り
Ｂ
２
９

の
外　

Ｂ
２
４
、
Ｂ
３
４
の
大
編
隊
と
な
り　

六
月
二
十
九

日
に
は
焼
夷
弾
を
西
海
方
海
岸
へ
一
ヶ
所
海
中
へ
一
ヶ
所
落

す七
月
二
十
日
に
は　

西
方
前
面
へ
五
六
十
個
の
焼
夷
弾
を
投

下
し
た
れ
ど
も　

何
れ
も
燈
台
は
其
難
を
避
れ
た
る
な
り

㈠
（
昭
和
二
十
年
）
七
月
二
十
四
日　

午
前
六
・
一
五　

空
襲

警
報
発
令　

午
前
一
一
・
一
三　

超
低
空
回
機
来
襲　

機

銃
、
機
関
砲
の
射
撃
を
受
け
、
燈
台
玻
璃
板
、
燈
塔
並
に
官

舎
全
般
に
渉
り
大
破
す

㈡
仝
二
十
五
日　

午
前
五
・
三
六　

警
戒
警
報
発
令
、
仝
五
・

五
〇
空
襲
警
報
と
な
る

午
后
〇
・
八　

敵
グ
ラ
マ
ン
数
十
機　

東
方
洋
上
よ
り
来
襲　

灯
台
経
歴
簿
に
は
、
昭
和
２０
年
１２
月
２５
日
作
成
の
戦
災
被
害
の

調
査
記
録
の
写
し
が
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。
終
戦
後
す
ぐ
に
御
前

埼
灯
台
長
と
し
て
赴
任
さ
れ
た
戸
田
順
三
氏
が
調
査
し
作
成
し

た
こ
の
記
録
に
は
、
映
画
と
は
全
く
異
な
る
御
前
埼
灯
台
の
戦

時
下
の
実
態
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

戦
災
被
害
の
調
査
記
録

當
時
の
在
勤
者
及
居
住
家
族
一
覧

　
　

燈
台
長　

佐
々
木
忠　

独
身

　
　

在
勤
員　

田
中
英
愛　

２０
年
７
月
１４
日
召
集

殉
職
、
殉
難
等
の
事
項

　
　

な
し

被
害
回
数
及
区
別

　

昭
和
二
十
年
七
月
二
十
四
日　

午
前
十
一
時　
　
　
　

空
襲

　
　
　

仝ど
う　
　
　
　

二
十
五
日　

午
後
〇
・
八
時　
　
　

仝ど
う

　
　
　

仝　
　
　
　

二
十
八
日　

〃
〇
・
一
五
時　
　

仝

　
　
　

仝　
　
　
　
　

〃　
　
　

〃
一
一
・
四
一
時　

艦
砲
射
撃

　
　
　

仝　
　
　
　

二
十
九
日　

〃
一
一
・
三
八
時　

仝
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附
属
舎
（
貯
油
庫
・
細
工
室
）
全
壊

第
一
退�

息
所　

中
央
屋
根
に
落
弾
及
囲
障
上
に
落
弾
爆
風
に
よ

り
各
戸
類
、
戸
柵
、
畳
、
煙
突
、
雨あ

め

樋と
い

等
の
従
物
破
壊

損
失
す

第
二
退�

息
所　

銃
痕
稍や

や

に
少
き
も　

爆
風
に
よ
り
柱
木
動
遥
し　

天
井
及
各
窓
戸
等　

何
れ
も
破
壊
損
失
す

門
及
門
扉　

残
存
（
閂

か
ん
ぬ
き

損
失
）

囲
障　

�

西
部
煉
瓦
石
造
塀
（
高　

八
丈
二
寸
、厚　

一
尺
三
寸
）

大
形
爆
弾
の
た
め
全
壊
四
散
す

倉
庫
（
煉
瓦
石
造
）　

同
じ
く
全
壊
す

信
号
柱　

柱
木
動
遥
し
控
金
具
、
旗
綱
損
失
す

機
関
砲
の
射
撃
を
受
く　

又
爆
弾
の
投
下
あ
り　

退
息
所
及

燈
台
は
命
中
大
破
す

㈢
七
月
二
十
八
日　

午
前
六
・
一
三　

警
戒
警
報
発
令　

仝

六
・
一
三　

空
襲
警
報
発
令　

午
后
〇
・
一
五　

七
機
編
隊

南
方
洋
上
よ
り
来
襲　

大
型
爆
弾
を
数
個
落
下　

燈
籠
の
一

部
火
災
と
な
り　

兵
員
の
援
助
を
以
て
消
火
す　

本
日
よ
り

一
般
業
務
を
停
止
す

㈣
七
月
二
十
八
日　

午
后
一
一
・
四
一　

西
方
海
上
よ
り
艦
砲

射
撃
を
受
く

㈤
七
月
二
十
九
日　

午
后
一
一
・
三
八
頃
よ
り　

駿
河
湾
内
に

て
艦
砲
射
撃
を
開
始
す

灯
台
に
望
楼
設
置
さ
れ　

兵
員
を
配
置
さ
れ
た
る
故　

第
一

目
標
と
目
さ
れ
た
る
次
第
に
て　

附
近
の
軍
設
備
に
格
別
の

被
害
な
く　

全
部
襲
撃
は
燈
台
へ
集
中
さ
れ
た
り

被
害
物
件
及
び
対
策
措
置

燈
台　

�

倒
壊
せ
ず
被
害
大
な
り
、
胴
壁
大
小
無
数
の
弾
痕
、
亀

裂
、
中
央
に
直
径
約
一
米
砲
弾
痕
、
屋
根
無
数
の
銃
孔
、

玻
璃
板
全
壊
、
骨
子
破
損
、
折
射
玻
璃
全
壊
（
骨
子
小

損
す
）、
燈
器
全
壊
、
回か

い

轉て
ん

機
小
損
す
、
手
欄
・
廻
廊

ノ
一
部
破
損
、
鉄
開
戸
小
損
、
日
覆
幕
損
失
、
ス
ト
ロ

ン
ペ
ン
損
失
、
電
気
通
信
装
置
損
失
、
遮
蔽
装
置
損
失
、

写真－ 4 　御前埼灯台と御前崎村
（撮影時期不詳・宮内庁書陵部所蔵写真よ
り抜粋）
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又
彼
等
の
携
帯
す
る
風
呂
敷
に
信
号
旗
を
改
造
し
た
る

物
を
見
る

　
　
　

�

各
整
理
簿
及
現
用
公
文
書
綴
は
廣
く
探
索
す
れ
ど
見
當

ら
ず
、
喪
失
し
た
る
物
品
の
明
細
は
調
書
困
難
な
れ
ど

左
の
如
し

工
事
材�

料
と
し
て　

各
塗
料
、
硝
子
類
、
マ
ニ
ラ
綱
、
銅
銭
、

分
銅　

消
耗
品�

と
し
て　

一
号
石
油
百
立
（
タ
ン
ク
入
り
）、
ア
ル
コ

ー
ル
百
瓩キ

ロ
グ
ラ
ム（

容
器
入
り
）、
信
号
旗
綱
、
電
球
類
、
ラ

ヂ
オ
用
電
池
用
附
属
品

備
品
と�

し
て　

ラ
ヂ
オ
交
直
流
各
一
、
自
転
車
、
双
眼
鏡
、
椅

子
全
部
（
本
台
は
皇
族
臨
台
用
と
し
て
応
接
調
度
品
高

価
な
る
物　

相
當
あ
る
筈
な
く
）

　
　
　

各
金
物
工
具
類
の
全
部
（
鉄
砧
を
残
す
の
み
）

財
産
と�

し
て　

燈
器
の
部
分
品
、
日
覆
幕
、
畳
、
附
属
戸
の
類
、

棚
板
、
雨
量
計
、
日
晷
儀

以
上
の�

如
く
、
燈
台
、
退
息
所
共
に
大
破
し
、
事
業
は
茲こ

こ

に
假

設
望
楼
に
三
百
燭
光
假
燈
を
点
じ
た
る
貧
弱
な
る
も
の

と
な
り
、
住
居
及
設
備
、
物
品
を
奪
は
れ
た
る
職
員
は

甚
だ
困
難
な
る
状
況
に
身
を
露
し
、
復
旧
に
挺
身
専
念

し
つ
つ
あ
り

貯
水
槽　

残
存
す

　
　
　

�

本
台
の
戦
災
は　

燈
台
内
部
に
一
部
火
災
発
生
し
た
る

形
跡
ア
ル
モ　

他
は
全
て
爆
弾
及
銃
砲
弾
に
依
る
破
壊

に
し
て　

財
産
、
備
品
、
工
事
材
料
、
消
耗
品
の
全
部

は
破
損
形
の
姿
に
於
い
て　

構
内
に
残
存
す
べ
き
筈
な

る
に　

僅
か
に
以
上
摘て

っ

記き

の
財
産
、
物
品
の
み
な
る
は　

當
時
の
責
任
者
の
措
置
に
遺
憾
の
点
あ
り
た
る
を
認
む

べ
し

　
　
　

�

即
ち
七
月
二
十
九
日
以
後　

燈
台
長
は
退
去
し　

十
一

月
七
日
後
任
燈
台
長
着
任
迄　

保
管
責
任
者
と
し
て
駐

在
澤
田
技
手
に
引
継
ぎ
た
る
こ
と
に
な
く
居
れ
ど　

田

中
所
員
（
七
月
十
四
日
召
集　

九
月
二
十
五
日
着
任
）

及　

附
近
村
民
に
よ
り　

當
時
の
状
況
を
聞
く
に　

前

燈
台
長
は
早
く
家
族
を
疎
開
せ
し
め　

燈
台
全
壊
當
時

は　

単
身
赴
任
し
居
り　

　
　
　

�

七
月
二
十
九
日
以
後
は　

郷
里
よ
り
一
、
二
回
燈
台
へ

往
復
し　

九
月
二
十
五
日
引
上
げ
（
田
中
所
員
と
地
頭

方
駅
に
て
会
合
す
）
た
る
模
様
な
り

　
　
　

�

終
戦
発
表
當
時　

監
視
人
の
な
き
を
見　

村
民
等
毎
日

車
を
引
き　

燈
台
物
品
の
掠

り
ゃ
く

奪だ
つ

を
な
し　

燈
籠
内
は
村

児
童
の
遊
場
所
と
な
り
た
る
有
様
な
り
と
言
ふ

　
　
　

�

附
近
村
民
の
庭
に
燈
台
の
椅
子
ら
し
き
も
の
を
見
、　
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に
、
早
急
に
其
の
復
旧
と
尚
新
設
を
迫
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
昭

和
二
十
年
九
月
十
日
に
は
辛
う
じ
て
仮
灯
三
百
燭
光
を
、
続
い

て
昭
和
二
十
二
年
九
月
一
日
に
は
七
百
五
十
ワ
ッ
ト
、
一
萬
五

千
燭
光
と
な
っ
た
も
の
の
、
か
つ
て
は
六
十
三
萬
燭
光
を
誇
っ

た
フ
ラ
ン
ス
、
ソ
ー
タ
ー
ハ
ー
レ
ー
社
の
戦
前
の
灯
質
に
比
べ

れ
ば
、
物
事
の
良
し
悪
し
の
譬

た
と
え

に
さ
れ
て
居
る
「
月
と
ス
ッ
ポ

ン
」
の
言
い
回
し
に
ピ
ッ
タ
リ
の
極
め
て
貧
弱
な
施
設
で
あ
っ

た
。

　

灯
台
本
部
と
し
て
も
駿
河
湾
の
喉
元
に
あ
り
、
且
附
近
一
帯

に
は
暗
礁
の
散
在
す
る
海
の
難
所
で
あ
り
、
後
廻
し
に
し
て
置

く
訳
に
は
行
か
な
い
、
此
の
重
要
性
に
鑑
み
、
昭
和
二
十
四
年

の
早
春
か
ら
本
格
的
な
復
旧
工
事
に
取
り
掛
か
っ
た
の
で
あ

る
。
此
の
工
事
に
「
資
金
前
途
官
」
と
し
て
燈
台
局
か
ら
関
郡

治
郎
技
師
が
、
工
務
課
か
ら
吉
田
菊
三
郎
氏
を
伴
っ
て
約
三
ヶ

月
間
の
工
事
期
間
で
来
岬
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

然
し
此
の
季
節
は
来
る
日
も
来
る
日
も
、
遠
州
の
カ
ラ
ッ
風

が
吹
き
ま
く
り
、
思
う
様
な
作
業
の
進
捗
を
見
る
事
が
出
来
な

か
っ
た
。
風
の
吹
き
止
ん
だ
日
を
見
て
、
差
し
当
た
り
着
手
し

た
の
は
、
銃
弾
痕
の
穴
塞
ぎ
か
ら
始
め
た
。
薄
い
銅
板
を
鋲
止

め
に
し
て
雨
漏
り
を
止
め
た
。
此
の
灯
上
の
作
業
は
、
地
元
の

吉
村
正
雄
氏
が
身
軽
に
立
働
け
る
の
を
幸
に
引
き
受
け
て
修
理

を
し
て
く
れ
た
。

　

映
画
と
は
対
照
的
な
荒
廃
し
尽
く
さ
れ
た
御
前
埼
灯
台
の
惨

状
に
、
戸
田
順
三
燈
台
長
の
や
り
切
れ
な
い
憤
怒
の
思
い
が
、

報
告
書
の
端
々
か
ら
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

戦
災
復
旧
工
事
は
急
が
れ
、
昭
和
２４
年
３
月
２４
日
に
は
、
現

在
の
三
等
大
型
レ
ン
ズ
が
設
置
さ
れ
、
御
前
埼
灯
台
の
大
光
芒

は
い
ち
早
く
甦
っ
て
い
ま
す
。

戦
災
復
旧
工
事
と
関
郡
治
郎
技
師

　

御
前
埼
灯
台
の
現
在
の
三
等
大
型
レ
ン
ズ
が
設
置
さ
れ
た
戦

災
復
旧
工
事
の
秘
話
が
、
工
事
に
携
わ
っ
た
松
林
久
蔵
氏
に
よ

り
「
み
お
つ
く
し　

御
前
埼
燈
臺
」
に
次
の
と
お
り
記
録
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

海
の
男
へ
の
聖
火
と
か
、
白
亜
の
灯
台
と
、
観
光
御
前
崎
の

誇
り
と
し
て
居
た
灯
台
も
、
第
二
次
大
戦
中
の
米
機
に
よ
る
攻

撃
目
標
と
さ
れ
て
、
爆
撃
と
併
せ
て
艦
載
機
に
よ
る
機
関
銃
の

集
中
射
撃
を
浴
び
て
、
灯
塔
の
丸
い
屋
根
は
貫
通
さ
れ
て
、
蜂

の
巣
に
も
似
た
無
惨
の
弾
痕
の
ま
ま
で
、
雨
と
も
な
れ
ば
俗
人

の
言
葉
に
使
う
「
ガ
シ
ャ
漏
り
」
で
あ
っ
た
。

　

晴
れ
の
日
に
は
点
々
と
青
空
を
覗
き
見
る
事
が
出
来
た
。
そ

う
し
た
傷
だ
ら
け
の
灯
台
で
も
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
指
令
に
依

っ
て
船
舶
の
航
行
に
欠
く
事
の
出
来
な
い
設
備
で
あ
る
が
為



—  35  —

済
ま
せ
た
が
、
さ
て
機
器
の
組
立
と
な
る
と
、
前
の
様
な
乱
暴

な
作
業
方
法
と
は
全
く
違
う
。
余
程
慎
重
を
期
し
て
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
現
在
の
様
に
レ
ッ
カ
ー
車
が
有
る
訳
で
は
な

く
、
何
と
し
て
も
人
力
に
頼
っ
て
引
揚
げ
る
よ
り
外
は
な
い
。

回
廊
の
手
摺
り
に
大
き
な
木
材
を
縛
り
つ
け
て
、
そ
れ
に
ブ
ロ

ッ
ク
を
取
り
付
け
る
よ
り
外
は
な
い
。
一
番
重
量
の
あ
る
も
の

で
五
百
キ
ロ
位
で
あ
ろ
う
か
、
二
車
二
車
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
使
っ

て
、船
を
曳
き
上
げ
る
時
に
使
う
カ
グ
ラ
サ
ン
で
巻
き
上
げ
た
。

新
品
の
マ
ニ
ラ
ロ
ー
プ
を
一
巻
買
っ
て
工
事
に
か
か
っ
た
。
風

に
煽
ら
れ
て
、
灯
塔
を
摺
っ
て
機
材
に
傷
を
つ
け
て
は
な
ら
な

い
、
上
と
下
と
の
連
絡
を
充
分
と
取
り
合
っ
て
一
個
宛
引
き
上

げ
た
。
取
付
個
所
の
早
い
順
に
揚
げ
な
い
と
狭
い
灯
室
の
こ
と

で
、
後
廻
し
の
も
の
を
入
れ
て
作
業
の
邪
魔
に
な
っ
て
は
な
ら

な
い
。
そ
こ
は
其
の
筋
の
ベ
テ
ラ
ン
の
関
さ
ん
の
こ
と
で
手
抜

か
り
は
な
い
。
助
手
の
吉
田
さ
ん
と
相
談
し
て
は
此
が
先
、
次

に
は
こ
れ
と
い
っ
た
様
に
順
序
良
く
取
り
計
ら
っ
て
行
く
。
非

番
の
職
員
も
み
ん
な
で
手
伝
っ
た
。
私
共
に
は
全
く
未
知
な
機

械
で
あ
る
。ハ
ー
レ
ー
社
の
製
品
と
は
総
て
が
異
な
っ
て
居
る
。

関
さ
ん
の
指
示
通
り
に
一
個
一
個
と
取
り
付
け
て
行
く
。
何
で

も
か
で
も
重
い
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
何
一
つ
組
み
立
つ
に
し

て
も
、チ
ェ
ー
ン
ブ
ロ
ッ
ク
で
吊
り
揚
げ
て
は
位
置
に
据
え
る
。

取
り
付
け
ボ
ル
ト
の
穴
を
合
わ
せ
る
の
も
中
々
思
う
様
に
合
わ

　

天
候
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
一
日
一
日
と
イ
ン
フ
レ
の
煽
り

で
、
物
価
は
う
な
ぎ
の
ぼ
り
に
は
ね
上
が
っ
て
行
く
一
方
で
、

工
事
面
と
資
金
面
で
二
重
三
重
と
の
し
か
か
っ
て
来
て
、
責
任

者
の
関
さ
ん
の
心
労
は
一
方
な
ら
ぬ
も
の
が
有
っ
た
事
だ
ろ

う
。
殊
に
工
事
費
と
し
て
与
え
ら
れ
た
金
額
の
枠
内
で
完
了
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
か
と
言
っ
て
職
人
や
雇
入
れ
人
夫
の
賃

金
を
削
る
事
は
出
来
な
い
。
そ
ん
な
事
で
経
費
の
一
部
に
充
て

る
為
に
、
旧
施
設
の
屑
鉄
を
処
分
す
る
事
に
し
た
。
い
ず
れ
に

し
て
も
用
途
廃
棄
処
分
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
で
あ
る
。

解
体
作
業
は
比
較
的
に
順
調
に
進
ん
だ
。
灯
器
か
ら
一
個
宛
に

取
り
外
し
て
は
回
廊
へ
引
張
り
出
す
。
手
摺
を
越
し
て
地
面
に

突
き
落
と
し
た
。
何
十
キ
ロ
、
何
百
キ
ロ
と
云
う
金
属
が
十
七

米
の
高
い
所
か
ら
落
下
す
る
の
で
、
其
の
地
響
、
金
属
音
は
物

凄
い
も
の
で
あ
り
、

又
痛
快
で
も
あ
っ

た
。
隣
町
の
屑
鉄
屋

か
ら
受
領
し
た
金

で
、
関
さ
ん
は
愁
眉

を
開
い
た
事
で
あ
っ

た
で
し
ょ
う
。
解
体

に
は
怪
我
も
な
く
、

ま
あ
ま
あ
の
成
果
で

写真－ 5 　関郡治郎技師
（関氏個人アルバムより）
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だ
ん
だ
ん
と
組
み
立
っ
て
行
く
。
流
石
に
綿
密
に
作
ら
れ
て
居

る
、
百
分
の
一
の
い
や
千
分
の
一
の
誤
差
も
な
い
。
心
配
は
し

た
も
の
の
幸
に
何
の
事
故
も
な
く
二
面
の
レ
ン
ズ
を
組
立
つ
事

が
出
来
た
。
張
り
つ
め
た
緊
張
が
解
か
れ
て
、
回
廊
に
出
て
吹

付
け
た
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
バ
ッ
ト
」
の
味
は
格
別
で
あ
っ
た
。

　

あ
そ
こ
、
こ
こ
と
細
部
に
亘
っ
て
の
微
調
整
、
締
め
忘
れ
の

ボ
ー
ル
ト
は
な
い
か
、
配
線
か
ら
電
球
の
高
さ
調
整
に
、
関
さ

ん
と
吉
田
さ
ん
は
大
忙
し
で
あ
る
。
手
の
す
い
て
居
る
者
は
、

サ
ン
ド
ペ
ー
パ
ー
で
研
磨
さ
れ
て
居
る
部
分
に
浮
い
た
薄
い
錆

を
落
し
て
居
る
。
人
夫
の
人
達
が
水
銀
の
容
器
を
一
本
宛
担
ぎ

上
げ
て
来
た
。
容
器
そ
の
も
の
が
小
さ
い
の
で
見
く
び
っ
た
が

重
い
の
に
は
驚
い
た
。
一
升
瓶
位
の
鉄
製
の
容
器
で
あ
る
。
そ

れ
が
三
十
キ
ロ
の
重
量
で
あ
る
と
の
こ
と
で
二
度
ビ
ッ
ク
リ
で

あ
る
。
水
銀
槽
に
十
六
本
の
水
銀
を
注
入
す
る
と
の
こ
と
で
あ

る
。
水
銀
が
入
れ
ら
れ
る
に
従
っ
て
、
一
屯と

ん

半
の
重
量
の
灯
器

が
だ
ん
だ
ん
と
浮
き
上
っ
て
く
る
。
注
入
が
終
っ
て
全
作
業
は

完
了
し
た
。

　

ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
た
灯
器
は
静
か
に
回
転
を
始
め
た
。
レ
ン

ズ
台
は
全
く
の
無
音
で
あ
る
。
ス
ト
ッ
プ
ウ
ォ
ッ
チ
を
片
手
に

回
転
ガ
バ
ナ
ー
を
調
整
し
て
居
る
。
関
さ
ん
、
吉
田
さ
ん
。
戸

田
順
三
灯
台
長
以
下
職
員
の
一
人
一
人
が
、
緊
張
か
ら
解
き
放

た
れ
た
晴
れ
や
か
な
笑
み
を
湛
え
な
が
ら
、
此
れ
か
ら
先
々
の

な
い
。
怪
我
の
な
い
様
に
と
細
心
の
注
意
を
払
い
つ
つ
回
転
機

器
（
写
真
６
）
の
据
付
を
完
了
し
た
。
こ
こ
で
ひ
と
先
ず
第
一

段
階
は
済
ん
だ
の
で
あ
る
。
明
日
か
ら
は
最
も
大
事
な
レ
ン
ズ

の
組
立
で
あ
る
。
一
梱
包
づ
つ
人
夫
に
雇
っ
た
人
達
が
背
に
負

っ
て
、
灯
台
内
部
の
廻
り
階
段
を
登
っ
て
く
る
。
一
面
が
十
三

個
に
分
解
さ
れ
て
居
て
、灯
室
ま
で
全
部
を
運
び
上
げ
た
時
は
、

短
い
冬
の
日
は
西
の
空
を
真
赤
に
染
め
、
明
日
の
天
気
を
予
知

さ
せ
て
居
る
様
な
夕
暮
で
あ
っ
た
。
一
夜
明
け
た
其
の
日
は
、

朝
か
ら
レ
ン
ズ
の
組
立
に
か
か
っ
た
。
回
転
板
と
レ
ン
ズ
の
台

座
の
ボ
ー
ル
ト
穴
の
確
認
、
締
付
ボ
ル
ト
、
コ
ッ
タ
ー
ピ
ン
の

員
数
確
認
が
済
ん
で
、
組
立
開
始
、
鉄
製
品
よ
り
尚
一
層
取
扱

を
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何
か
の
は
ず
み
で
一
寸
角
を

当
て
た
だ
け
で
も
縁
が
欠
け
る
。
そ
ん
な
事
に
な
っ
た
ら
大
変

で
あ
る
。「
慎
重
に
、
慎
重
に
」
の
合
言
葉
を
交
わ
し
乍
ら
、写真－ 6 　当時の回転機器

（平成15年 3 月撮影）
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幾
星
霜
を
廻
り
続
け
る
で
あ
ろ
う
「
水
銀
槽
式
回
転
レ
ン
ズ
百

十
万
カ
ン
デ
ラ
三
等
大
型
燈
台
」
は
完
成
し
た
の
で
あ
る
。

　

色
々
の
難
関
に
ぶ
っ
つ
か
り
合
っ
た
難
し
い
工
事
で
有
っ
た

に
も
係
わ
ら
ず
、
関
さ
ん
は
唯
の
一
回
も
不
機
嫌
な
態
度
を
見

せ
る
事
な
く
、
終
始
笑
顔
で
私
共
に
接
し
、
要
所
要
所
は
其
の

仕
組
、
作
業
工
程
な
ど
丁
寧
に
説
明
し
て
か
ら
、
其
の
日
の
作

業
に
取
り
か
か
る
事
を
忘
れ
な
か
っ
た
。

　

南
国
の
四
国
路
に
は
桜
前
線
の
便
り
も
ち
ら
ほ
ら
と
伝
え
ら

れ
る
三
月
二
十
四
日
に
、
完
成
の
祝
宴
が
部
落
の
公
民
館
を
借

り
て
挙
行
さ
れ
た
。
本
局
か
ら
も
沢
山
の
方
々
が
見
え
ら
れ
、

又
地
元
か
ら
の
有
志
の
人
達
も
招
か
れ
て
盛
大
な
宴
が
開
か
れ

た
。
其
の
席
で
工
事
責
任
者
と
し
て
立
っ
た
関
さ
ん
の
挨
拶
の

一
節
に
、
私
共
の
協
力
を
讃
え
ら
れ
た
御
言
葉
を
差
し
挟
ん
で

戴
き
、
内
外
の
名
士
の
居
並
ぶ
中
に
生
涯
忘
れ
る
事
の
出
来
な

い
面
目
を
施
し
た
事
を
追
悼
し
つ
つ
此
の
項
を
閉
じ
る
。

　

工
事
主
任
の
関
郡
治
郎
氏
は
、
昭
和
５
年
に
燈
台
局
工
務
課

に
採
用
さ
れ
、
戦
前
は
機
器
担
当
技
手
と
し
て
、
当
時
日
本
最

北
端
の
国
端
埼
灯
台
か
ら
太
平
洋
南
洋
の
灯
台
ま
で
数
多
く
の

灯
台
設
置
工
事
に
携
わ
り
、
終
戦
時
に
は
工
務
課
の
筆
頭
係
長

で
し
た
。
御
前
埼
灯
台
の
復
旧
工
事
に
も
、
燈
台
局
技
師
と
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
関
氏
は
戦
後
、
横
浜
の
燈
台
局
を
離
れ
、

昭
和
２１
年
２
月
か
ら
同
２８
年
８
月
ま
で
の
長
期
間
、
静
岡
県
下

田
沖
の
神
子
元
島
灯
台
長
を
務
め
て
い
た
事
実
が
、
当
時
の
職

員
録
や
関
氏
の
個
人
ア
ル
バ
ム
の
多
く
の
写
真
か
ら
明
ら
か
で

す
。
神
子
元
島
灯
台
長
を
務
め
る
傍
ら
、
か
つ
て
の
手
腕
を
買

わ
れ
、
同
じ
静
岡
県
に
あ
る
御
前
埼
灯
台
の
復
旧
工
事
を
任
さ

れ
て
い
た
知
ら
れ
ざ
る
事
実
で
し
た
。

　

関
氏
や
松
林
氏
ら
が
尽
力
し
て
取
り
付
け
た
第
三
等
大
型
フ

レ
ネ
ル
レ
ン
ズ
は
、
設
置
か
ら
７４
年
を
経
た
令
和
の
今
日
も
、

太
平
洋
を
行
き
か
う
多
く
の
船
舶
に
大
光
芒
を
投
げ
続
け
て
い

ま
す
。

御
前
埼
灯
台
の
訪
問 

　（
灯
台
の
ら
せ
ん
階
段
の
考
察
）

　

昨
年
４
月
、
約
２０
年
振
り
に
御
前
埼
灯
台
を
訪
ね
ま
し
た
。

御
前
埼
灯
台
は
、
平
成
１１
（
１
９
９
９
）
年
４
月
に
、
構
内
に

併
設
さ
れ
て
い
た
御
前
埼
航
路
標
識
事
務
所
が
、
静
岡
航
路
標

識
事
務
所
に
集
約
さ
れ
無
人
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
愚
生
が
前
回

訪
ね
た
の
は
、
そ
れ
か
ら
間
も
な
い
頃
で
し
た
。
そ
の
時
に
比

べ
現
在
は
、
囲
い
が
す
べ
て
撤
去
さ
れ
、
構
内
は
観
光
客
が
自

由
に
行
き
か
う
開
放
感
の
あ
る
広
場
に
変
貌
し
て
い
ま
し
た

が
、灯
台
や
旧
官
舎
の
建
物
は
２０
年
前
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
ず
、

太
平
洋
を
望
む
高
台
に
悠
然
と
立
っ
て
い
ま
し
た
。
燈
光
会
御
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が
見
え
て
き
ま
す
。

　

お
雇
い
外
国
人
が
去
っ
た
以
降
、
日
本
人
が
建
設
し
た
灯
台

は
時
期
に
関
係
な
く
右
回
り
と
左
回
り
が
混
在
し
て
い
る
よ
う

で
す
。
そ
も
そ
も
ら
せ
ん
階
段
は
、
な
ぜ
右
回
り
と
左
回
り
が

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

古
く
か
ら
あ
る
中
世
の
お
城
の
塔
の
ら
せ
ん
階
段
は
、
多
く

が
左
回
り
の
よ
う
で
す
。
一
段
ご
と
の
足
場
は
壁
側
の
方
が
広

い
こ
と
か
ら
壁
側
に
沿
い
、階
段
を
上
る
者
は
右
寄
り
に
進
み
、

下
る
者
は
左
寄
り
に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
塔
に
攻
め
上
が
ろ

う
と
す
る
敵
は
、
右
腕
が
壁
側
に
な
る
た
め
剣
を
振
り
に
く
く

な
る
。
剣
を
振
り
や
す
く
す
る
た
め
壁
か
ら
離
れ
て
中
心
に
寄

れ
ば
、
足
場
が
狭
く
不
安
定
に
な
る
。
塔
の
上
か
ら
守
る
側
は

逆
に
、
壁
側
の
足
場
が
広
い
場
所
に
立
て
ば
、
右
側
に
剣
を
振

前
埼
支
所
の
辻
岡
知
美
様
に
ご
挨
拶
し
、
い
ざ
灯
台
を
上
が
ろ

う
と
し
た
瞬
間
、
２０
年
前
に
は
気
付
か
な
か
っ
た
光
景
に
足
が

止
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ら
せ
ん
階
段
の
向
き
が
、
他
の
ブ

ラ
ン
ト
ン
の
灯
台
と
は
異
な
る
左
回
り
（
反
時
計
回
り
）
に
な

っ
て
い
る
の
で
す
。（
次
ペ
ー
ジ
「
お
雇
い
外
国
人
の
灯
台
の

ら
せ
ん
階
段
」
参
照
）

　

設
置
当
時
の
ら
せ
ん
階
段
が
残
る
ブ
ラ
ン
ト
ン
の
灯
台
は
、

御
前
埼
灯
台
の
他
に
、
犬
吠
埼
、
角
島
、
尻
屋
埼
の
背
の
高
い

３
基
の
み
で
、
ら
せ
ん
階
段
は
す
べ
て
右
回
り
（
時
計
回
り
）

で
す
。
ブ
ラ
ン
ト
ン
の
そ
の
他
の
灯
台
は
背
が
低
く
、
ら
せ
ん

階
段
は
無
く
鉄
梯
子
が
掛
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
、
改
め
て

お
雇
い
外
国
人
の
灯
台
を
調
べ
て
み
る
と
、
最
初
期
の
フ
ロ
ラ

ン
の
灯
台
は
、当
時
の
図
面
や
現
存
す
る
品
川
灯
台
を
見
て
も
、

ブ
ラ
ン
ト
ン
と
は
対
照
的
な
左
回
り
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。
興
味
深
い
の
は
、
今
回
マ
ク
リ
ッ
チ
の
灯
台
と
称
し
た

潮
岬
灯
台
も
御
前
埼
灯
台
と
同
じ
よ
う
に
ブ
ラ
ン
ト
ン
と
は
異

な
る
左
回
り
と
な
っ
て
い
た
こ
と
で
す
。
神
子
元
島
灯
台
の
よ

う
に
後
年
に
ら
せ
ん
階
段
が
架
け
替
え
ら
れ
た
り
、
鉄
造
灯
台

は
す
べ
て
改
築
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ブ
ラ
ン
ト
ン
の
灯
台

す
べ
て
が
右
回
り
で
あ
っ
た
と
は
言
い
切
れ
ま
せ
ん
が
、
現
存

す
る
灯
台
だ
け
を
見
る
と
、
担
当
し
た
お
雇
い
外
国
人
に
よ
り

灯
台
の
ら
せ
ん
階
段
の
向
き
が
明
確
に
異
な
る
不
思
議
な
特
徴

写真－ 7 　�左回りのらせん階段
での戦闘イメージ
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お雇い外国人の灯台のらせん階段
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じ
ら
れ
、
如
何
と
も
判
断
で
き
ま
せ
ん
。
更
に
興
味
深
い
こ
と

に
、
御
前
埼
～
尻
屋
埼
灯
台
ま
で
は
皆
ブ
ラ
ン
ト
ン
の
二
重
壁

の
灯
台
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
の
中
で
な
ぜ
御
前
埼
の

設
計
だ
け
、
ら
せ
ん
階
段
の
向
き
が
逆
に
な
っ
て
い
る
の
か
？

歴
史
あ
る
灯
台
は
、
多
く
の
謎
が
潜
む
奥
が
深
す
ぎ
る
感
じ
が

し
て
な
り
ま
せ
ん
。

　

御
前
埼
灯
台
の
左
回
り
の
ら
せ
ん
階
段
を
上
る
と
、
令
和
の

現
在
は
、
関
氏
や
松
林
氏
ら
が
尽
力
し
て
取
り
付
け
た
回
転
機

器
は
無
く
、
灯
室
に
は
重
厚
な
免
振
装
置
と
異
様
に
聳
え
立
つ

鋼
管
柱
が
、
三
等
大
型
レ
ン
ズ
と
平
成
２４
年
製
の
回
転
装
置
を

支
え
て
い
ま
し
た
（
写
真
８
）。

　

取
り
外
さ
れ
た
回
転
機
器
は
現
在
、
旧
官
舎
に
整
備
さ
れ
た

り
や
す
い
広
い
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
で
き
る（
写
真
７
）。当
時
は
、

左
利
き
は
不
吉
と
さ
れ
魔
女
狩
り
の
対
象
に
も
な
る
程
で
、
兵

士
は
通
常
右
利
き
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
こ
れ
ら
の
理
由
か
ら
、

戦
闘
用
の
砦
と
な
る
お
城
の
塔
の
ら
せ
ん
階
段
は
、
た
い
て
い

左
回
り
に
な
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

こ
の
右
回
り
・
左
回
り
は
、
人
間
の
心
理
に
も
大
き
く
影
響

を
与
え
て
い
る
よ
う
で
、
人
は
無
意
識
の
う
ち
に
左
を
選
ぶ
習

性
が
あ
る
ら
し
く
、
左
回
り
は
「
安
心
感
を
与
え
る
」、
右
回

り
は
「
緊
張
感
・
違
和
感
を
与
え
る
」
と
い
う
法
則
が
あ
る
よ

う
で
す
。マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
世
界
で
も
ト
ラ
ッ
ク
競
技
で
も
、

こ
の
法
則
が
応
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ビ
ル
に
設
置
さ
れ
て
い
る

非
常
階
段
も
、
こ
の
法
則
を
応
用
し
て
右
回
り
に
上
が
っ
て
い

ま
す
。
緊
急
用
の
非
常
階
段
が
な
ぜ
違
和
感
（
混
乱
）
を
与
え

る
右
回
り
に
上
っ
て
い
る
の
か
？　

そ
れ
は
、
非
常
階
段
は
、

避
難
の
た
め
に
降
り
る
こ
と
を
主
な
目
的
に
設
置
し
て
お
り
、

つ
ま
り
安
心
感
を
与
え
る
左
回
り
に
降
り
ら
れ
る
た
め
と
の
こ

と
で
す
。
た
だ
し
、
二
階
建
て
の
家
屋
の
階
段
な
ど
は
短
い
た

め
、
こ
の
法
則
を
考
え
る
ま
で
も
な
い
よ
う
で
す
。

　

果
た
し
て
、灯
台
の
場
合
は
ど
の
よ
う
な
理
由
で
、右
回
り
・

左
回
り
が
選
択
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
灯
火
を
守
る
た
め
、

夜
間
に
分
銅
の
上
げ
下
ろ
し
に
階
段
を
往
復
し
て
い
た
こ
と
を

考
え
る
と
、
上
り
も
下
り
も
重
要
だ
っ
た
よ
う
に
愚
生
に
は
感

写真－ 8 　御前埼灯台の灯室内部
（令和 4 年 4 月撮影）
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れ
、
来
年
に
は
点
灯
１
５
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。
地
元
の
人
々

に
愛
さ
れ
、
地
元
の
歴
史
そ
の
も
の
に
な
っ
て
い
く
御
前
埼
灯

台
、
こ
れ
か
ら
も
２
０
０
年
、
３
０
０
年
と
白
亜
の
瀟
洒
な
灯

台
の
ま
ま
で
、
太
平
洋
の
大
海
原
へ
大
光
芒
の
灯
火
を
投
げ
続

け
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
今
日
こ
の
頃
で
す
。

明
治
の
灯
台
の
話
７２
　
御
前
埼
灯
台
（
後
編
）

　

本
稿
作
成
に
当
た
り
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
御
前
埼
灯

台
を
守
る
会
の
齋
藤
正
敏
様
、
関
郡
治
郎
氏
の
写
真
・
資
料
を

提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
関
俊
一
様
、
そ
し
て
清
水
海
上
保
安
部

交
通
課
に
対
し
ま
し
て
、こ
の
場
を
借
り
て
深
謝
い
た
し
ま
す
。

付
記
：�

旧
回
転
機
械
分
銅
自
動
巻
揚
装
置
は
、
重
要
文
化
財

附つ
け
た
りに
指
定
さ
れ
た
際
、
昭
和
２５
年
製
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
清
水
海
上
保
安
部
保
管
の
御
前
崎
灯
台
経
歴
簿
や

機
器
原
簿
に
も
記
録
が
な
く
、
今
回
、
松
林
久
蔵
氏
の

回
顧
録
に
昭
和
２４
年
の
改
修
工
事
で
据
付
け
た
詳
細
な

過
程
が
確
認
で
き
た
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
指
定
の
２５

年
製
と
は
矛
盾
し
ま
す
が
、
昭
和
２４
年
取
り
付
け
と
致

し
ま
し
た
。

灯
台
資
料
館
に
展
示
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。
令
和
３
年
８
月
、

御
前
埼
灯
台
は
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
そ
の
際
に
こ

の
回
転
機
器
も
、「
旧
回
転
機
械
分
銅
自
動
巻
揚
装
置
」
の
名

称
で
、
重
要
文
化
財
の
附

つ
け
た
り

指
定
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
灯
台
資
料
館
を
管
理
運
営
し
て
い
る
御
前
埼
灯
台
を

守
る
会
の
会
長
齋
藤
正
敏
様
に
資
料
館
を
案
内
い
た
だ
き
、
重

要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
回
転
機
器
に
２０
年
振
り
に
再
会
し
ま

し
た
。
資
料
館
は
、
回
転
機
器
の
ほ
か
、
多
く
の
御
前
埼
灯
台

関
連
の
貴
重
な
遺

構
、
御
前
埼
燈
明

台
か
ら
の
詳
細
な

変
遷
が
分
か
る
パ

ネ
ル
な
ど
が
展
示

さ
れ
、
御
前
埼
灯

台
の
こ
れ
ま
で
の

歴
史
が
学
べ
る
場

と
な
っ
て
い
ま
す

（
写
真
９
）。

　

御
前
埼
灯
台
は

令
和
４
年
１１
月
に

灯
台
ワ
ー
ル
ド
サ

ミ
ッ
ト
が
開
催
さ

写真－ 9 　御前埼灯台資料館内部（令和 4 年 4 月撮影）
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１
　
は
じ
め
に

　

灯
台
な
ど
の
航
路
標
識
は
、
灯
塔
自
体
に
高
さ
が
あ
り
、
山

間
部
な
ど
を
通
る
長
距
離
配
電
線
を
有
し
て
い

る
な
ど
雷
の
影
響
を
受
け
や
す
く
、
ま
た
、
航

路
標
識
機
器
へ
の
雷
に
よ
る
被
害
は
、
重
度
の

障
害
を
伴
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

従
来
か
ら
種
々
の
雷
害
対
策
が
施
さ
れ
て
き
た

と
こ
ろ
で
す
が
、
未
だ
に
航
路
標
識
機
器
へ
の

雷
害
が
絶
え
な
い
の
が
実
情
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。（
写
真
─
１
）

　

私
が
平
成
13
年
度
か
ら
平
成
17
年
度
に
第
八

管
区
海
上
保
安
本
部
機
器
担
当
技
術
官
時
代
に

進
め
た
森
長
電
子（
株
）様
の
高
速
回
線
避
雷
ユ

ニ
ッ
ト
（
写
真
─
２
）
を
利
用
し
た
雷
害
対
策

に
つ
い
て
は
、
平
成
17
年
度
末
に
海
上
保
安
庁

交
通
部
長
褒
賞
等
を
八
管
区
交
通
部
整
備
課
に

て
団
体
表
彰
を
頂
い
た
こ
と
か
ら
、
本
庁
か
ら
平
成
18
年
度
の

航
路
標
識
技
報
へ
の
記
載
依
頼
が
あ
り
、「
航
路
標
識
機
器
の

雷
害
対
策
」
に
係
る
論
文
を
掲
載
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、
他
管

　
航
路
標
識
技
術
者
に
捧
ぐ
雷
害
対
策

　
航
路
標
識
技
術
者
に
捧
ぐ
雷
害
対
策

��

普
通
会
員

普
通
会
員
　　
藤藤  

島島  

充充  

良良
写真− 2　高速回線避雷ユニット

写真− 1　航路標識機器への雷による障害
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区
か
ら
の
問
合
せ
が
あ
り
、
高
速
回
線
避
雷
ユ
ニ
ッ
ト
を
多
く

の
灯
台
に
採
用
い
た
だ
き
ま
し
た
。
森
長
電
子（
株
）様
の
現
在

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
け
る
導
入
実
績
箇
所
に
お
い
て
、
八
管

区
内
の
立
石
岬
灯
台
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
う

い
っ
た
経
緯
が
あ
る
た
め
で
す
。

　

私
は
、
平
成
１８
年
度
以
降
は
海
上
保
安
本
部
単
位
で
の
異
動

が
多
く
、
航
路
標
識
保
守
に
疎
遠
で
し
た
が
、
平
成
26
年
度
に

初
め
て
の
現
場
最
前
線
の
海
上
保
安
部
勤
務
に
て
、
航
路
標
識

保
守
業
務
に
従
事
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
気
づ
い
た
こ
と
は
、
高

速
回
線
避
雷
ユ
ニ
ッ
ト
が
航
路
標
識
機
器
に
採
用
さ
れ
て
い
る

も
の
の
、
他
の
避
雷
器
と
併
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
高

速
回
線
避
雷
ユ
ニ
ッ
ト
本
来
の
性
能
が
発
揮
さ
れ
な
い
ば
か
り

か
併
用
に
よ
る
弊
害
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
本
誌
を
お

借
り
し
て
、
正
し
い
高
速
回
線
避
雷
ユ
ニ
ッ
ト
の
挿
入
方
法
に

つ
い
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

２
　
雷
に
よ
る
航
路
標
識
機
器
へ
の
被
害

　

航
路
標
識
機
器
に
お
け
る
雷
被
害
に
お
い
て
、
最
も
件
数
が

多
い
の
が
電
力
線
か
ら
侵
入
し
た
誘
導
雷
に
よ
る
も
の
で
、
次

に
接
地
雷
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

誘
導
雷
と
は
、
図
─
１
に
示
す
よ
う
に
雷
雲
で
雷
が
発
生
し

た
場
合
に
、電
力
線
に
電
荷
が
蓄
積
す
る
こ
と
に
伴
う
も
の
で
、

こ
の
電
荷
の
移
動
が
雷
サ
ー

ジ
と
な
り
電
力
線
か
ら
侵
入

し
て
機
器
を
損
傷
さ
せ
る
も

の
で
す
。

　

接
地
雷
は
図
─
２
の
よ
う

に
避
雷
針
や
付
近
建
物
に
落

雷
が
あ
っ
た
場
合
に
、
接
地

電
位
を
上
昇
さ
せ
る
た
め
、

機
器
接
地
と
の
電
位
差
が
生

じ
、
機
器
接
地
ア
ー
ス
か
ら

サ
ー
ジ
が
逆
流
す
る
こ
と
に

よ
り
機
器
を
損
傷
さ
せ
る
も

の
で
す
。

３�

　
負
極
性
雷
と
正
極

性
雷
に
つ
い
て

　

雷
に
は
負
極
性
雷
と
正
極

性
雷
の
２
種
類
が
あ
り
ま

す
。
負
極
性
雷
は
、
地
表
が

太
陽
光
で
熱
せ
ら
れ
、
水
蒸

気
が
上
昇
気
流
と
な
る
際
に

氷
の
粒
と
な
り
、
ぶ
つ
か
り

図− 2　接地雷図− 1　誘導雷
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合
う
こ
と
で
静
電
気
が
発
生
し
、
雲
の

上
部
に
プ
ラ
ス
の
電
荷
、
雲
の
下
部
に

は
マ
イ
ナ
ス
の
電
荷
が
蓄
積
し
、
地
表

が
プ
ラ
ス
に
誘
電
さ
れ
、
雲
の
下
部
か

ら
地
表
に
落
雷
と
し
て
放
電
さ
れ
る
も

の
で
す
。（
写
真
─
３
）

　

正
極
性
雷
は
、
日
本
海
側
の
冬
季
に

多
く
見
ら
れ
る
現
象
で
、
暖
流
の
対
馬

海
流
に
て
上
昇
気
流
が
発
生
し
、
シ
ベ

リ
ア
気
団
の
北
西
の
風
に
よ
り
雲
が
山

を
駆
け
上
が
る
際
に
雲
が
引
き
延
ば
さ

れ
、
雲
の
上
部
に
帯
電
し
た
プ
ラ
ス
の

電
荷
に
よ
り
地
表
が
マ
イ
ナ
ス
に
誘
電

さ
れ
、
落
雷
と
し
て
放
電
さ
れ
る
現
象

で
す
。（
写
真
─
４
）

　

電
流
は
、
プ
ラ
ス
か
ら
マ
イ
ナ
ス
に

流
れ
る
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
電

子
が
発
見
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
時
代
に

定
め
ら
れ
た
も
の
で
、
実
際
に
は
電
子

の
流
れ
で
あ
り
、
マ
イ
ナ
ス
か
ら
プ
ラ

ス
に
電
子
が
流
れ
て
い
ま
す
。

　

電
子
の
流
れ
は
、
雷
の
発
生
に
よ
っ

図− ３　負極性雷と正極性雷

写真− ４　正極性雷写真− ３　負極性雷



—  45  —

て
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
負
極
性
雷
は
、
雷
雲
下
部
の
マ
イ

ナ
ス
か
ら
地
表
の
プ
ラ
ス
に
向
け
て
枝
分
か
れ
し
た
雷
の
筋
が

確
認
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

正
極
性
雷
は
、
こ
れ
と
は
逆
に
地
表
か
ら
上
空
に
向
け
、
雷

の
筋
が
伸
び
て
い
る
の
が
確
認
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

４
　
一
般
避
雷
器
と
高
速
回
線
避
雷
ユ
ニ
ッ
ト
の
違
い

　

一
般
避
雷
器
は
、
保
護
す
る
機
器
に
並
列
に
挿
入
し
、
通
常

は
避
雷
素
子
が
オ
ー
プ
ン
と
な
っ
て
お
り
、
雷
が
電
力
線
か
ら

侵
入
す
る
場
合
や
避
雷
針
な
ど
に
落
雷
し
た
際
に
、
接
地
電
位

が
高
く
な
る
こ
と
に
よ
り
回
路
を
閉
じ
て
機
器
を
保
護
し
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
雷
サ
ー
ジ
を
い
ち
早
く
逃
が
す
た
め
、
高
速
に

回
路
を
閉
じ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
雷
サ
ー
ジ
を
ア
ー

ス
線
に
確
実
に
逃
が
す
た
め
、
１０
Ω
以
下
の
低
い
接
地
抵
抗
値

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

一
般
避
雷
器
は
並
列
素
子
の
み
で
雷
サ
ー
ジ
を
吸
収
さ
せ
る

た
め
、
接
地
抵
抗
が
高
い
と
電
位
が
上
昇
し
、
雷
サ
ー
ジ
と
し

て
機
器
に
侵
入
し
ま
す
。（
図
─
４
）

　

一
方
、
高
速
回
線
避
雷
ユ
ニ
ッ
ト
の
動
作
原
理
は
、
図
─
５

の
と
お
り
で
、
直
列
素
子
及
び
並
列
素
子
の
ス
イ
ッ
チ
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
高
速
回
線
避
雷
ユ
ニ
ッ
ト
の
最
も
特
筆

す
べ
き
点
は
、
こ
の
直
列
素
子
に
よ
り
機
器
に
雷
サ
ー
ジ
を
流

図− ４　一般避雷器による機器保護の限界

図− ５　高速回線避雷ユニットによる機器保護イメージ図
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逆
流
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

既
設
避
雷
器
は
、

管
制
器
に
内
蔵
さ
れ

て
お
り
、
外
す
こ
と

は
結
構
大
変
な
作
業

で
す
の
で
、
万
一
、

高
速
回
線
避
雷
ユ
ニ

ッ
ト
が
直
撃
雷
で
破

損
し
、
予
備
が
な
い

場
合
は
、
既
設
避
雷

器
に
戻
せ
る
よ
う
に

し
て
お
く
こ
と
が
良

策
と
考
え
ま
す
。
こ

の
た
め
、
最
も
簡
単

な
対
策
と
し
て
は
、

図
─
６
に
示
す
よ
う

に
、
既
設
避
雷
器
に

接
続
さ
れ
た
ア
ー
ス

線
を
外
す
こ
と
で
高

速
回
線
避
雷
ユ
ニ
ッ

ト
本
来
の
性
能
が
発

れ
な
い
よ
う
制
御
し
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　

通
常
は
、
直
列
素
子
が
Ｏ
Ｎ
で
並
列
素
子
は
Ｏ
Ｆ
Ｆ
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
誘
導
雷
が
電
力
線
か
ら
侵
入
し
た
場
合
、
並
列

素
子
が
Ｏ
Ｎ
と
な
り
、
連
動
し
て
直
列
素
子
が
Ｏ
Ｆ
Ｆ
し
、
機

器
を
保
護
し
、
雷
サ
ー
ジ
を
ア
ー
ス
に
逃
が
し
ま
す
。

　

ま
た
、
接
地
雷
に
お
け
る
接
地
電
位
が
上
昇
し
た
場
合
、
並

列
素
子
が
Ｏ
Ｎ
と
な
り
、
直
列
素
子
が
Ｏ
Ｆ
Ｆ
し
、
機
器
を
保

護
し
ま
す
。

　

な
お
、
高
速
回
線
避
雷
ユ
ニ
ッ
ト
は
、
５
０
０
Ω
程
度
の
接

地
抵
抗
値
で
も
直
列
素
子
が
Ｏ
Ｆ
Ｆ
す
る
こ
と
で
、
防
護
効
果

が
あ
り
ま
す
。

５�

　
既
設
避
雷
器
と
高
速
回
線
避
雷
ユ
ニ
ッ
ト
併
用
に

よ
る
弊
害

　

航
路
標
識
機
器
の
制
御
部
と
な
る
管
制
器
に
は
、
既
設
の
避

雷
器
が
内
蔵
さ
れ
て
お
り
、
高
速
回
線
避
雷
ユ
ニ
ッ
ト
を
挿
入

す
る
場
合
は
、
既
設
避
雷
器
と
の
関
係
を
把
握
し
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

単
純
に
高
速
回
線
避
雷
ユ
ニ
ッ
ト
を
追
加
す
る
と
、
雷
サ
ー

ジ
を
同
ユ
ニ
ッ
ト
で
ア
ー
ス
に
落
と
し
た
つ
も
り
で
も
既
設
避

雷
器
と
ア
ー
ス
接
続
さ
れ
て
い
る
と
、
接
地
抵
抗
値
が
高
い
場

合
、
瞬
時
に
ア
ー
ス
さ
れ
ず
、
既
設
避
雷
器
か
ら
雷
サ
ー
ジ
が

図− ６　高速回線避雷ユニットを使用する場合の対応策
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電
池
化
さ
れ
、
独
立
電
源
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
太
陽
電
池
化
は

一
番
の
雷
害
対
策
と
言
え
ま
す
が
、
商
用
電
源
を
必
要
と
す
る

大
型
灯
台
に
係
る
雷
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
頭
の
痛
い
と
こ
ろ

で
す
。

　

高
速
回
線
避
雷
ユ
ニ
ッ
ト
の
留
意
点
に
つ
い
て
、
今
回
ワ
ン

ポ
イ
ン
ト
で
既
設
避
雷
器
と
の
併
用
は
問
題
が
あ
る
と
い
う
こ

と
で
、
分
か
り
や
す
く
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
般
、
保
安
部
交
通
課
は
、
航
行
安
全
業
務
に
業
務
量
が
シ

フ
ト
し
つ
つ
あ
り
ま
す
の
で
、
航
路
標
識
が

安
定
的
に
動
作
し
て
ほ
し
い
と
い
う
の
が
実

情
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

高
速
回
線
避
雷
ユ
ニ
ッ
ト
は
、
正
し
く
使

用
す
れ
ば
、
か
な
り
の
雷
害
防
止
が
図
ら
れ

ま
す
。

　

も
し
、
高
速
回
線
避
雷
ユ
ニ
ッ
ト
を
使
用

し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
雷
に
よ
る
航
路

標
識
機
器
の
障
害
が
発
生
し
て
い
る
場
合
に

は
、
こ
の
手
法
を
一
度
試
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

揮
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
手
法
を
施
し
、
雷
害
を
解
消
し
た
箇
所
と
し
て
、
令
和

元
年
に
対
策
を
行
っ
た
福
浦
灯
台
（
金
沢
保
安
部
管
理
）
及
び

令
和
３
年
に
対
策
を
行
っ
た
御
座
埼
灯
台
（
鳥
羽
海
上
保
安
部

管
理
）
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

６
　
お
わ
り
に

　

現
在
、
航
路
標
識
の
電
源
に
つ
い
て
は
、
８
割
以
上
が
太
陽

写真− ５　管制器の既設アース線の状況

写真− ６　既設アース線取外（ １番端子）
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第
６９
回
「
旧
光
会
」
は
、
令
和
元
年
７
月
の
第
６８
回
開
催
以

降
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
拡
大
に
伴
い
、
開
催
を
見
合
わ
せ

て
き
ま
し
た
が
、
同
感
染
症
の
５
類
感
染
症
へ
の
位
置
づ
け
変

更
等
を
踏
ま
え
、
令
和
５
年
７
月
８
日
（
土
）、
灯
台
行
政
発

祥
の
地
で
あ
る
横
浜
の
ブ
リ
ー
ズ
ベ
イ
ホ
テ
ル
（
Ｊ
Ｒ
桜
木
町

駅
南
口
徒
歩
５
分
）
に
お
い
て
、
４
年
ぶ
り
に
開
催
い
た
し
ま

し
た
。

　
「
旧
光
会
」
は
、
例
年
７
月
の
第
２
土
曜
日
の
開
催
と
し
て

お
り
、
こ
の
時
期
、
梅
雨
の
真
っ
只
中
に
あ
た
り
、
今
年
も
、

西
日
本
で
豪
雨
被
害
が
広
が
る
な
ど
、
開
催
日
の
お
天
気
が
心

配
さ
れ
ま
し
た
が
、
幸
い
「
旧
光
会
」
の
開
催
時
間
帯
に
雨
が

降
る
こ
と
は
な
く
、
定
刻
１２
時
ま
で
に
出
席
予
定
者
全
員
が
揃

い
、
予
定
ど
お
り
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
出
席
者
は
３２
名
で
、
首
都
圏
周
辺
在
住
者
が
ほ
と
ん

ど
で
す
が
、
栃
木
県
那
須
か
ら
１
泊
２
日
で
ご
出
席
い
た
だ
い

た
方
、
ま
た
お
仕
事
の
都
合
で
北
海
道
か
ら
上
京
さ
れ
、
そ
れ

に
合
わ
せ
て
、
急
き
ょ
ご
出
席
い
た
だ
い
た
方
な
ど
、
遠
来
者

第
69
回
旧
光
会
の
集
い

�

旧
光
会
事
務
局

第69回旧光会　2023年 7 月 8 日
於：横浜市桜木町「ブリーズベイホテル」

写真− 1
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を
含
め
、
久
し
ぶ
り
の
再
会
で
旧
交
を
温
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

一
方
、
現
役
・
再
任
用
の
方
々
は
、
今
回
は
出
席
が
叶
わ
ず
、

交
通
業
務
の
み
な
ら
ず
海
上
保
安
業
務
全
般
の
近
況
等
、
新
鮮

な
話
題
も
伺
い
た
か
っ
た
だ
け
に
、
少
々
残
念
で
し
た
。

　

開
会
に
先
立
ち
、
出
席
者
全
員
で
集
合
の
記
念
写
真
（
写
真

─
１
）
を
撮
り
、
そ
の
後
、
司
会
役
を
お
願
い
し
ま
し
た
世
話

役
の
佐
藤
泰
和
様
の
開
会
の
辞
で
ス
タ
ー
ト
し
、
山
本
会
長
か

ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
（
写
真
─
２
）。

　

会
長
か
ら
は
、
本
会
が
４
年
ぶ
り
に
開
催
で
き
た
こ
と
に
、

出
席
の
方
々
へ
の
感
謝
の
意
が
述
べ
ら
れ
る
と
と
も
に
、昭
和
、

平
成
、
令
和
と
三
代
に

渡
り
６９
回
を
数
え
大
変

喜
ば
し
い
こ
と
、
長
い

年
数
に
亘
っ
て
灯
台
生

活
を
全
う
し
た
こ
と
の

誇
り
な
ど
、
ま
た
、
こ

れ
か
ら
も
旧
光
会
が

益
々
発
展
し
て
い
く
こ

と
を
期
待
し
た
い
と
の

ご
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。

　

そ
し
て
、
い
よ
い
よ
乾
杯
の
音
頭
で
す
。

　

例
年
、
遠
路
か
ら
お
越
し
の
方
に
簡
単
な
お
話
し
を
含
め
お

願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
年
は
、
出
席
者
の
中
で
最

長
老
の
９２
歳
、
元
３
党
連
合
の
総
理
だ
っ
た
村
山
富
市
氏
に
も

劣
ら
な
い
立
派
な
白
髪
眉
毛
の
持
ち
主
で
あ
る
小
滝
恒
夫
様
に

お
願
い
い
た
し
ま
し
た
（
写
真
─
３
）。

　

小
滝
恒
夫
様
か
ら
は
、
４
年
ぶ
り
に
「
旧
光
会
」
に
出
席
で

き
、皆
さ
ん
に
お
会
い
で
き
大
変
う
れ
し
い
こ
と
が
述
べ
ら
れ
、

こ
れ
か
ら
も
毎
年
「
旧
光
会
」
に
元
気
に
参
加
す
る
つ
も
り
で

い
る
と
の
表
明
が
な
さ
れ
た
の
ち
、
本
日
ご
出
席
の
皆
様
の
ご

健
康
と
「
旧
光
会
」
の
益
々
の
発
展
を
祈
念
し
乾
杯
の
音
頭
が

発
せ
ら
れ
、
出
席
者
全
員

で
唱
和
さ
れ
宴
会
に
突
入

い
た
し
ま
し
た
。

　

今
年
も
、
歓
談
中
の
映

像
と
し
て
、
燈
光
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
ご
提
供
い

た
だ
い
て
い
る
一
般
会
員

丸
山
胤
幸
様
（
川
崎
市
在

住
）の
灯
台
空
撮
動
画
を
、

会
場
の
ス
ク
リ
ー
ン
に
放

映
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

写真− 2　会長あいさつ

写真− 3　乾杯
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た
。
出
席
者
の
皆
様
、
映
像
を
ご
覧
に
な
り
、
古
（
い
に
し
え
）

の
勤
務
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
、
懐
か
し
い
話
題
で
弾
ん
で
い

ま
し
た
（
写
真
─
４
）。

　

会
が
盛
り
上
が
る
中
で
、
新
人
会
員
紹
介
と
い
う
こ
と
で
、

今
年
Ｏ
Ｂ
に
な
ら
れ
た
２
名
の
方（
光
商
産
業
の
松
永
秀
雄
様
、

燈
光
会
勤
務
の
関　

貴
之
様
）
か
ら
簡
単
な
ス
ピ
ー
チ
を
い
た

だ
き
ま
し
た
（
写
真
─
５
）。
こ
の
空
白
の
４
年
間
に
Ｏ
Ｂ
に

な
っ
た
方
も
お
ら
れ
る
と
の
ご
指
摘
も
あ
り
つ
つ
、
そ
れ
ら
の

方
々
を
代
表
し
て
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

楽
し
い
時
間
は
、
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
、
閉
会
が
近
づ
い

て
き
ま
し
た
。

　

閉
会
に
先
立
ち
、
こ
れ
ま

で
本
会
の
開
催
に
ご
尽
力
を

い
た
だ
い
た
役
員
の
方
の
改

選
を
行
う
こ
と
と
し
、
世
話

役
２
名
の
方
（
岩
崎　

孝

様
、
高
野　

洋
様
）
の
再
任

を
含
め
、
次
の
方
々
を
推
薦

し
、
満
場
一
致
で
承
認
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

会
長
に
は
、
前
副
会
長
の

写真− 5　スピーチ

写真− 4　歓談
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ら
一
言
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
本
会
は
盛
会
の
う
ち
に
終
了
い

た
し
ま
し
た
。

　

司
会
者
、
岩
崎　

孝
様
の
お
礼
の
こ
と
ば
に
よ
り
楽
し
く
過

ご
し
た
２
時
間
が
終
わ
り
、
次
の
会
へ
と
お
誘
い
の
言
葉
が
耳

に
響
く
な
か
、
１４
階
の
会
場
か
ら
三
々
五
々
の
お
別
れ
と
な
り

ま
し
た
。

　

今
年
も
本
会
の
写
真
撮
影
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
写
真
の
提

供
を
い
た
だ
い
た
高
野
世
話
役
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　　

な
お
例
年
、
関
東
地
方
在
住
の
Ｏ
Ｂ
の
方
に
は
、
書
簡
に
よ

り
ご
案
内
申
し
上
げ
て
い
る
と
こ
ろ
、
今
回
、
事
務
局
の
不
手

際
に
よ
り
、
一
部
ご
案
内
で
き
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
深
く
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

次
回
の
第
７０
回
「
旧
光
会
」
は
、
来
年
の
７
月
１３
日
（
土
）

の
開
催
予
定
で
、既
に
会
場
の
予
約
も
取
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

皆
様
方
に
は
、
奮
っ
て
の
ご
参
加
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

山
本
定
男
様
、
副
会
長
に
は
前
世
話
役
の
佐
藤
泰
和
様
、
新
た

に
世
話
役
と
し
て
、
土
崎
弘
志
様
が
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

閉
会
に
当
た
り
、
山
本
定
男
新
会
長
か
ら
次
の
よ
う
な
ご
挨

拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
（
写
真
─
６
）。

　

本
会
も
６９
回
の
開
催
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
横
浜
航
路
標
識
事

務
所
、
三
管
区
灯
台
部
が
世
話
役
と
な
り
、
旧
三
本
部
庁
舎
で

開
催
さ
れ
て
き
た
こ
と
、
そ
の
後
、
規
模
の
拡
大
に
よ
り
、
ブ

リ
ー
ズ
ベ
イ
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
、
会
場
確
保
の
関
係
で
ク
ル

ー
ズ
・
ク
ル
ー
ズ
に
移
り
、
同
会
場
の
閉
館
に
よ
り
、
今
回
か

ら
ブ
リ
ー
ズ
ベ
イ
ホ
テ
ル
に
戻
り
、
ま
た
平
成
１６
年
か
ら
燈
光

会
が
事
務
局
と
な
っ
て
開
催
さ
れ
て
き
た
こ
と
な
ど
の
歴
史
に

触
れ
、
本
日
の
役
員
改

選
を
受
け
、
更
な
る
本

会
の
発
展
に
努
め
る
こ

と
を
約
束
し
、
引
き
続

き
の
ご
支
援
を
お
願
い

し
閉
会
と
な
る
と
こ
ろ

が
、
会
場
の
端
端
か
ら

「
お
い
、
新
役
員
の
挨

拶
は
な
い
の
か
？
」
と

の
声
に
一
同
は
っ
と
し

て
、
新
役
員
の
方
々
か

写真− 6　閉会
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奄
美
群
島
日
本
復
帰
７０
周
年
記
念
・ 

ラ
ジ
オ
工
作
教
室 

～
小
学
生
自
由
研
究
応
援
企
画
～

　
　

奄
美
群
島
は
、
今
年
で
日
本
復
帰
７０
周

年
を
迎
え
ま
す
。
奄
美
の
皆
様
の
こ
れ
ま
で

７０
年
の
海
上
保
安
業
務
へ
の
ご
理
解
と
ご
協

力
へ
の
感
謝
を
込
め
て
、
７
月
２３
日
ラ
ジ
オ

工
作
教
室
を
開
催
、
奄
美
の
小
学
生
４０
名
と

保
護
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ラ
ジ
オ
工
作
で
、
海
上
保
安
業
務
で
も
使

わ
れ
る
電
波
へ
の
興
味
を
き
っ
か
け
に
、
海

上
保
安
庁
を
少
し
で
も
知
っ
て
関
心
を
持
っ

て
、
将
来
大
き
く
な
っ
た
ら
、
故
郷
、
奄
美

の
き
れ
い
な
海
を
守
る
海
上
保
安
官
に
な
っ

て
も
ら
え
た
ら
、私
達
は
と
て
も
幸
せ
で
す
。

　

工
作
教
室
は
、
日
本
航
路

標
識
協
会
や
日
本
無
線
㈱
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と

海
上
保
安
部
職
員
の
サ
ポ
ー

ト
で
行
い
ま
し
た
。

「
電
波
と
は
何
？
」
の
解
説
、

そ
し
て
、
ゴ
ー
グ
ル
や
半
田

ゴ
テ
な
ど
の
安
全
具
や
工
具

の
使
い
方
の
説
明
を
行
い
ま

し
た
。い
よ
い
よ
工
作
開
始
、

子
供
達
が
ラ
ジ
オ
キ
ッ
ト
の

箱
を
開
く
と
、「
ホ
ン
ト
に

作
れ
る
の
？
」「
え
～
難
し

そ
う
！
」
の
声
が
上
が
り
ま

し
た
。
ア
ン
テ
ナ
の
コ
イ
ル

巻
き
や
部
品
の
取
付
け
を
始

め
る
と
、
一
転
、
工
作
教
室

ラジオ工作の模様

試聴の様子 2 試聴の様子 １

海上保安部長挨拶

ラジオ
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は
真
剣
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

完
成
し
て
、
ラ
ジ
オ
か
ら
音
が
聞
こ
え
る

と
、
満
面
の
笑
み
、
イ
ヤ
ホ
ン
を
耳
に
あ
て
、

地
元
の
Ｆ
Ｍ
放
送
な
ど
を
夢
中
で
聞
き
入
り

令和5年8月２6日（土） 灯台参観時間を１9時３０分まで延長します

● 令和5年8月２7日（日） 灯台参観時間を21時0０分まで延長します

● 令和5年9月２9日（金） 灯台参観時間を19時0０分まで延長します

★場 所：犬吠埼灯台 （千葉県銚子市犬吠埼９５７６）

★灯台入場の際には参観寄付金300円（中学生以上）を申し受けます

★悪天候の場合は参観を中止します
犬吠埼HP【 】

ま
し
た
。
奄
美
海
上
保
安
部
は
、
地
域
の
皆

様
と
の
絆
を
大
切
に
、
安
全
安
心
に
努
め
ま

す
。

　

日
本
航
路
標
識
協
会
と
日
本
無
線
㈱
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
の
ご
協
力
に

深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

�

（
奄
美
海
上
保
安
部
）

集合写真 ラジオが完成し満面の笑み
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全国北から南までの16灯台巡っていただき、誠にありがとうございました。
達成者の皆様、おめでとうございます！

のぼれる灯台（16基）のぼれる灯台（16基）
スタンプラリー達成者スタンプラリー達成者

第16弾

加藤　宏 様（59歳）栃木県小山市在住
☆ スタンプラリー開始年月日　令和 1年12月22日　野島埼灯台
☆ スタンプラリー達成年月日　令和 4年11月21日　平安名埼灯台
☆ スタンプラリーを始めたきっかけ

野島埼灯台でスタンプラリーを知って。
☆ 16か所巡った感想　

コロナ感染拡大で 3 年越しになったがようやく達成出来てほっとした。

富田　健太朗 様（80歳）静岡県浜松市在住
☆ スタンプラリー開始年月日
　 令和 3年 1月 2日　御前埼灯台
☆ スタンプラリー達成年月日
　 令和 4年11月24日　都井岬灯台
☆ スタンプラリーを始めたきっかけ

御前埼灯台でスタンラリーを知ったから
☆ 16か所巡った感想　

最後の都井岬灯台が最高であった。

らりるれろん 様（53歳）静岡県在住
☆ スタンプラリー達成年月日　令和 4年11月22日　平安名埼灯台
☆ スタンプラリーを始めたきっかけ　ネットで見つけて

☆ 16か所巡った感想　日本一周のモチベーションになりました。

第119号

第121号

第120号
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原口　幸夫 様（57歳）東京都北区在住
☆ スタンプラリー開始年月日　令和 3年11月30日　塩屋埼灯台
☆ スタンプラリー達成年月日　令和 4年11月27日　残波岬灯台
☆ スタンプラリーを始めたきっかけ　なんとなく。
☆ 16か所巡った感想　

お陰様で楽しい旅行ができました。ありがとうございました。

田所　潤 様（40代）東京都在住
☆ スタンプラリー開始年月日　令和 4年 6月28日　残波岬灯台
☆ スタンプラリー達成年月日　令和 4年11月26日　平安名埼灯台
☆ スタンプラリーを始めたきっかけ　Webサイト。
☆ 16か所巡った感想　やりました。

佐藤　宏江 様（40代）千葉県千葉市在住
☆ スタンプラリー開始年月日
　 令和 2年 7月23日　犬吠埼灯台
☆ スタンプラリー達成年月日
　 令和 4年11月26日　安乗埼灯台
☆ スタンプラリーを始めたきっかけ

船が好きなので。
☆ 16か所巡った感想　

色々な行ったことのない町に行けたのでと
ても楽しかったです。 1 つ 1 つ思い出に残
っています。

第122号
（同着）

第124号

第125号

第122号
（同着）

中沢　惠子 様（60代）長野県埴科郡坂城町在住
☆ スタンプラリー開始年月日　令和 4年 3月 4日　潮岬灯台
☆ スタンプラリー達成年月日　令和 4年11月29日　平安名埼灯台
☆ スタンプラリーを始めたきっかけ

たまたま寄った灯台でスタプンラリーを知り、やってみることにしま
した。定年後のいい思い出になりました。

☆ 16か所巡った感想　
どこも景色が素晴らしく感動しました。灯台の大きな役割も知ること
が出来て感謝しています。「灯台に登れなくてもいい、美しいニッポ
ンの海岸線」「灯台のある風景」etcをもう少し訪れてみたい。眺めて
みたい願望が強くなりました。いい施策だと思います。「ありがとう」
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美程 様（39歳）沖縄県宮古島市在住
☆ スタンプラリー開始年月日
　 令和 4年 6月 5日　潮岬灯台
☆ スタンプラリー達成年月日
　 令和 4年12月 3 日　平安名埼灯台
☆ スタンプラリーを始めたきっかけ

間違えて行った先に潮岬灯台があって、ス
タンプラリーやっていたから軽いノリで。

☆ 16か所巡った感想　
時間がかかったけど、おかげさまでいろん
な所に行けて楽しかった。

澤瀬　康彦 様（60歳）神奈川県横浜市在住
☆ スタンプラリー開始年月日
　 令和 3年10月29日　安乗埼灯台
☆ スタンプラリー達成年月日
　 令和 4年12月 1 日　都井岬灯台
☆ スタンプラリーを始めたきっかけ

灯台でポスターをみかけて。（スタンプラ
リー好きなので）

☆ 16か所巡った感想　
参観（見学）一時休止でスタンプを押せな
い時がありつらかった。

春小麦 様（55歳）東京都墨田区在住
☆ スタンプラリー開始年月日
　 令和 3年 3月28日　初島灯台
☆ スタンプラリー達成年月日
　 令和 4年12月 3 日　平安名埼灯台
☆ スタンプラリーを始めたきっかけ

スタンプ集めは行く理由になる。
☆ 16か所巡った感想　

次は50灯台を巡ります。

第127号

第128号

第126号
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のっこ 様（66歳）埼玉県越谷市在住
☆ スタンプラリー開始年月日　令和 1年 8月23日　野島埼灯台
☆ スタンプラリー達成年月日　令和 4年12月 9 日　潮岬灯台
☆ スタンプラリーを始めたきっかけ　

いろんな灯台を巡りながら近所の観光地も行ってみたかったので。
☆ 16か所巡った感想　

灯台の役割、歴史、仕組みなどがよく分かってとても良かったです。
日本の海上を守る灯台、これからも灯をともし続けていって欲しいで
す。「のぼれる灯台」の他にも、素敵な灯台がたくさんあるので、こ
れから巡れたら良いなあと思っています。

内田　一平 様（41歳）大阪府堺市在住
☆ スタンプラリー開始年月日　令和 1年 8月10日 都井岬灯台
☆ スタンプラリー達成年月日　令和 4年12月 4 日 出雲日御碕灯台
☆ スタンプラリーを始めたきっかけ　なんとなく楽しそうだったので。

☆ 16か所巡った感想　意外と大変でした。

coffee 様（55歳）東京都八丈島八丈町在住
☆ スタンプラリー開始年月日　令和 4年 3月26日　潮岬灯台
☆ スタンプラリー達成年月日　令和 4年12月 6 日　犬吠埼灯台
☆ スタンプラリーを始めたきっかけ　偶然。

☆ 16か所巡った感想　楽しかった。

第131号

第132号

第129号

第130号

村井　俊二 様（66歳）奈良県奈良市在住
☆ スタンプラリー開始年月日
　 令和 4年 3月21日　大王埼灯台
☆ スタンプラリー達成年月日
　 令和 4年12月16日　平安名埼灯台
☆ スタンプラリーを始めたきっかけ

退職を機会に愛妻と。
☆ 16か所巡った感想　

おもしろかった。妻と家族で楽しめた。
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